
貌

書

西

域

停

原

文

考

懇

(
上
)

内

田

吟

風

中
園
正
史
の
一
で
あ
る
貌
書
(
北
斉
・
貌
牧
撰
)
の
西
域
俸
は
、
他
の
若
干
の
紀
俸
志
(
計
二
十
六
巻
)
と
同
様
、
唐
宋
の
聞
に
散
逸
し
て

し
ま
っ
た
た
め
、
現
行
の
説
書
西
域
俸
は
、
宋
代
に
親
書
を
版
行
す
る
に
嘗
っ
て
北
史
西
域
停
(
唐
・
李
延
蕎
撰
〉
の
中
よ
り
、
後
貌
時
代
の
部

分
を
抽
出
し
、
そ
れ
に
帝
謹
を
廟
競
に
戻
す
等
の
若
干
の
小
饗
改
(
復
原
〉
を
加
え
、
こ
れ
を
も

っ
て
貌
書
西
域
俸
と
し
た
も
の
に
過
ぎ
ぬ
。

そ
の
こ
と
は
、
現
行
本
説
書
西
域
俸
の
巻
尾
に

細
腕
牧
書
西
域
俸
亡
。
此
巻
全
潟
北
史
西
域
傍
。
而
不
録
安
園
以
後
云
々
(
こ
の
巻
末
校
語
は
何
人
の
手
に
な
っ
た
も
の
か
。
宋
・
劉
恕
が

嘉
一
府
六
年
貌
書
を
校
総
せ
る
と
き
の
こ
と
と
し
て
、
序
録
に
「
其
書
(
細
腕
章
田
)
亡
逸
、
不
完
者
無
慮
三
十
巻
。
今
各
疏
子
逐
篇
之
末
」
と

云
え
れ
ば
、
現
行
本
貌
書
巻
末
の
後
語
は
一
雁
劉
恕
の
所
記
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
が
、
確
誼
は
な
い
。
し
か
し
百
柄
本
親
書
(
宋
萄
大
字

本
)
の
巻
末
に
、
す
で
に
、
こ
の
後
語
が
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
後
語
が
宋
人
の
手
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
〉

と
附
記
さ
れ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
貫
際
に
現
行
本
説
書
西
域
俸
と
北
史
西
域
俸
と
を
劃
比
逼
請
す
れ
ば
誰
人
と
い
え
ど
も
直
ち
に
こ
れ
を

看
取
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
且
つ
孫
人
龍
・
親
書
西
域
俸
考
誼
に

関
賓
園
博
、
都
善
見
城
。
本
書
考
静
紀
、
帝
名
善
見
。
固
鷹
誘
之
。
而
此
不
居
者
、
以
文
因
北
史
也

と
云
っ
て
い
る
遁
り
、
後
貌
の
語
字
例
よ
り
見
て
も
、
現
行
本
貌
書
西
域
停
が
牧
書
原
文
で
な
く
、
一
度
予
北
史
に
轄
用
さ
れ
、
さ
ら
に
北
史

よ
り
移
録
さ
れ
た
も
の
(
親
書
↓
北
史
↓
現
行
親
書
〉
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
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こ
の
移
録
補
闘
(
北
史
↓
現
行
貌
書
)
は
恐
ら
く
宋
の
嘉
砧
六
年
三

O
六
一
)
に
お
け
る
史
臣
劉
恕
ら
に
よ
る
残
飲
貌
書
の
校
理
の
時
に
行
わ
れ
た
も
の
で

あ
ろ
う
が
、
明
設
は
な
い
。
し
か
し
、
お
そ
く
と
も
、
中
興
館
関
書
目
が
で
き
上
っ
た
淳
照
五
年
(
一
一
七
八
〉
ご
ろ
ま
で
に
、
た
れ
人
か
の
手
に
よ
っ
て
賀
行

さ
れ
た
も
の
と
考
う
べ
き
こ
と
は
、
す
で
に
拙
考
「
貌
書
の
成
立
に
つ
い
て
」
〈
東
洋
史
研
究
二
i
六
)
第
四
章
「
貌
書
の
補
綴
」
の
篠
に
お
い
て
推
論
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
現
行
親
書
西
域
俸
は
、
牧
書
原
文
で
な
く
、
北
史
西
域
俸
の
一
種
の
移
銭
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
本
々
北

①
 

史
全
篇
の
後
魂
時
代
に
閲
す
る
記
述
は
、
大
部
分
貌
牧
魂
書
の
輯
載
乃
至
は
略
記
で
あ
る
か
ら
、
移
録
は
決
し
て
不
嘗
な
こ
と
で
は
な
い
。

①
北
史
が
軸
訓
告
白
を
主
要
材
料
と
し
た
こ
と
は
北
史
序
停
で
北
史
国
供
者
李
延
需
が
、
北
史
の
骨
子
を
貌
湾
周
惰
の
各
代
正
史
に
求
め
た
と
の
意
味
の
こ
と
を
述
べ

て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、
貌
書
(
原
著
〉
と
北
史
と
の
雨
書
に
並
存
し
て
い
る
紀
侍
を
封
比
す
れ
ば
、
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
北
史
西
域
同
怖
が
、
諸
園
の
距
離
を

貌
都
の
代
(
大
同
〉
よ
り
の
も
の
を
以
っ
て
記
し
て
い
る
こ
と
、
紀
年
・
帝
名
に
も
一
々
一
漢
の
何
々
と
せ
ず
に
、
軍
に
そ
の
年
時
・
帝
名
を
直
書
し
て
い
る
こ

と
等
々
よ
り
見
て
も
、
北
史
西
域
停
が
滋
収
貌
書
西
域
同
怖
を
骨
子
と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
た
通
典
本
注
、
太

卒
御
覚
、
太
一
や
蜜
{
予
記
等
に
引
用
さ
れ
て
残
存
し
て
い
る
貌
書
西
域
停
の
原
文
と
、
北
史
西
域
俸
と
が
合
致
す
る
こ
と
か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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要
す
る
に
宋
人
が
貌
牧
親
書
の
亡
逸
を
北
史
西
域
俸
を
以
っ
て
補
充
し
た
こ
と
は
全
く
妥
嘗
で
あ
り
、
現
在
一
般
に
歴
史
研
究
者
が
こ
の
現

行
親
書
西
域
惇
を
以
っ
て
貌
牧
原
著
と
殆
ど
同
じ
も
の
と
認
め
、
後
現
時
代
の
史
料
と
し
て
使
用
し
て
レ
る
の
も
亦
そ
れ
が
故
で
あ
る
。

し
か
し
乍
ら
、
今
、
こ
の
現
行
親
書
西
域
停
を
巌
密
に
観
察
検
討
す
る
と
、
な
お
相
嘗
多
く
の
親
牧
原
文
に
非
ざ
る
も
の
が
、
介
入
残
存
し

て
い
る
こ
と
が
護
見
せ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
、
該
俸
は
、

そ
の
ま
ま
で
は
到
底
正
確
な
後
貌
史
料
と
し
て
は
使
用
に
堪
え
ぬ
部
分
が

多
数
に
存
在
す
る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
得
ぬ
の
で
あ
る
。

即
ち
ハ
門
北
史
西
域
俸
は
貌
牧
書
西
域
惇
以
外
に
、
周
書
情
書
よ
り
部
分
的
採
録
・
合
成
を
し
℃
い
る
。
従
っ
て
北
史
該
博
よ
り
貌
牧
書
西

域

俸

を

復

原

す

る

に

は

、

宋

代

に

親

書

を

復

元

す

る

に

嘗

っ

て

巌

密

さ

を

紋

」
れ
ら
後
時
代
文
献
を
全
部
挑
い
落
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
に
、

き
、
そ
れ
が
た
め
、
現
行
本
親
書
西
域
俸
に
は
周
書
・
情
書
の
文
が
相
嘗
数
残
存
し
て
い
る
。

例
え
ば
西
域
諸
国
と
長
安
聞
の
距
離
を
示
す
記
事
は
周
書
の
文
で
あ
り
、
諸
園
と
瓜
州
突
阪
と
の
聞
の
距
離
を
示
す
記
事
は
、
明
ら
か
に
情
書
の
文
で
あ
る
に

拘
ら
ず
、
現
行
本
西
域
俸
は
、
こ
の
種
の
記
事
を
多
く
残
し
て
い
る
。
特
に
こ
の
鮎
に
つ
い
て
は
、
船
木
勝
馬
「
貌
書
西
域
停
考
」
ハ
東
洋
史
事
二

l
五
〉
が
精
密



な
考
震
を
下
し
て
い
る
。

北
史
が
牧
書
を
幾
分
後
代
知
識
を
以

っ
て
饗
改
し
た
鈷
を
、
そ
の
ま
ま
現
行
親
書
西
域
俸
は
残
し
て
い
る
。

∞
 

例
え
ば
貌
枚
原
文
は
董
碗
の
報
告
に
よ
っ
て
西
域
を
三
匿
域
に
分
つ
考
え
を
記
述
し
て
い
た
に
相
違
な
い
の
に
、

よ
り
て
、
こ
れ
を
四
匿
域
に
改
作
し
た
の
を
、
現
行
貌
書
該
停
は
そ
の
ま
ま
に
し
、

四
域
に
し
て
い
る
。

北
史
か
ら
の
移
録
な
の
に
、
北
史
と
現
行
親
書
と
の
聞
に
若
干
の
文
字
の
相
違
が
で
き
て
い
る
。

李
延
需
が
北
史
編
纂
時
に
骨
回
り
後
代
知
識
に

伺

ど
ち
ら
が
牧
書
の
原
文
を
博
え
て
い

る
の
か
、
決
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

例
え
ば
現
在
の
北
史
に
は
宋
以
後
に
お
け
る
停
潟
の
誤
が
生
じ
て
お
り
、
宋
代
に
お
い
て
北
史
よ
り
移
録
し
て
補
充
し
た
現
行
本
の
方
が
寧
ろ
牧
書
の
原
形
を

停
え
て
い
る
と
恩
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
。

一
例
を
あ
‘け
れ
ば
、
貌
書
自
序
は
早
く
散
亡
し
て
、
現
行
貌
書
は
宋
代
に
於
て
、
北
史
鶏
枚
停
に
よ
り
て
補
っ
た
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
後
北
史
該
停
に
は
脱
誤
が
生
じ
た
と
恩
わ
れ
、
む
し
ろ
現
行
本
貌
書
の
方
が
、
異
の
貌
枚
の
原
文
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
が
出
来
て
い
る

(
越
緩
堂
讃
史
札
記
)
。
西
域
停
に
お
い
て
も
董
碗
の
者
舌
遺
使
の
箇
所
等
は
此
の
範
隔
に
属
す
る
。

伺

通
典

・
太
卒
御
覧
・
通
鑑
考
異

・
太
卒
賓
{
子
記
等
に
引
用
さ
れ
て
残
存
し
て
い
る
後
親
書
西
域
俸
の
諸
章
節
は
説
書
原
文
と
目
さ
ね
ば
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な
ら
ぬ
が
、
こ
れ
と
現
行
貌
書
西
域
俸
と
の
異
同
を
倹
討
し
、
そ
れ
ら
侠
存
傍
文
に
よ

っ
て
復
原
す
る
必
要
が
あ
る
。

通
典
所
引
の
後
貌
室
田
の
文
が
貌
書
原
文
で
あ
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
が
、
宋
代
所
撲
の
太
卒
御
覧

・
太
卒
蜜
字
記
・
通
鑑
考
異
の
諮
書
に
所
引
の
後
貌
書
の

係
筋
も
ま
た
牧
書
原
本
で
あ
る
こ
と
は
殆
ど
疑
な
い
。
こ
れ
ら
の
諸
書
が
盛
ん
に
北
史
西
域
停
を
引
用
し
て
い
る
中
で
、
特
に
数
傑
を
「
後
貌
書
臼
」
と
し
て
引

用
し
て
い
る
の
は
、
省
時
〔
少
く
と
も
散
夜
的
に
は
〕
残
存
し
て
い
た
貌
書
原
文
の
篠
節
を
引
い
た
か
ら
と
解
さ
ざ
る
を
得
な
い
。
疏
勤
圏
に
閥
す
る
篠
崎一寸は特

に
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
御
覧
所
引
の
後
貌
書
太
宗
紀

・
同
孝
静
紀
が
、
北
史
よ
り
移
録
し
た
現
行
本
貌
書
の
そ
れ
と
異
っ
て
い
る
こ
と
は
、
上
掲
諸
書
所

引
の
後
貌
書
日
が
数
量一一回
原
文
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

後
貌
書

・
貌
書
を
稽
す
る
も
の
は
、
貌
牧
貌
書
の
ほ
か
、
陪
の
楊
素
の
貌
書
、
唐
の
張
太
素
の
後
貌
警
が
あ
る
が
、
宋
代
こ
れ
ら
の
諸
家
貌
害
が
行
わ
れ
ず
停

わ
ら
ず
、
枚
書
の
み
濁
り
行
わ
れ
た
こ
と
直
，
策
書
録
解
題
等
の
記
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
上
掲
諸
書
所
引
の
「
後
隷
書
日」

が
貌
牧
書
で
あ
る
こ
と
は
殆
と
疑
な

い
。
強
い
て
こ
れ
ら
所
引
後
貌
書
を
楊
素
張
太
素
貌
書
で
あ
る
や
も
知
れ
ず
と
し
て
も
、
そ
れ
な
ら
そ
れ
で
上
述
の
如
き
性
格
を
も
っ
現
行
貌
書
西
域
侍
と
封
比

検
討
を
要
す
る
こ
と
は
嘗
然
で
あ
ろ
う
。

85 

な
お
一
言
、
言
及
し
て
置
く
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
に
現
行
本
説
書
西
域
停
が
、
後
貌
資
料
と
し
て
問
題
を
包
識
す
る
も
の
で
あ
り
、
使
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用
上
注
意
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
む
し
ろ
該
俸
を
史
料
に
使
用
す
る
こ
と
を
避
け
、
い
っ
そ
、
そ
の
補
綴
移
録
の
本
源
・
材
料
で
あ

っ
た
《
北
史
西
域
俸
そ
の
も
の
》
を
使
用
す
れ
ば
足
る
で
は
な
い
か
と
云
う
考
え
が
、
起
る
か
も
知
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り

①
例
え
ば
中
央
民
族
間
宇
院
研
究
部
・
廃
代
各
族
簿
記
曾
編
(
一
九
五
九
)
が
、
説
書
西
域
俸
を
収
録
せ
ず
、
北
史
西
域
俸
の
み
を
採
録
し
て
い
る
の
も
、
こ
の

よ
う
な
考
え
か
ら
で
あ
ろ
う
。
(
此
書
、
史
記
漢
書
旬
奴
停
等
に
は
滑
嘗
の
詳
註
を
加
え
て
い
る
が
、
こ
の
北
史
西
域
停
に
於
て
は
殆
ど
僅
少
且
つ
機
械
的
な
校
勘

に
の
み
終
始
し
て
い
る
の
は
甚
だ
物
足
ら
ぬ
)

し
か
し
云
う
ま
で
も
無
く
北
史
は
貌
湾
周
情
四
代
に
わ
た
る
一
種
の
通
史
で
あ
り
、
特
に
西
域
博
の
如
き
は
、

一
時
期
一
個
人
の
こ
と
を
書

し
た
本
紀
、
列
俸
と
異
り
一
園
の
俸
中
に
こ
の
四
代
の
こ
と
を
併
記
混
記
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
「
後
魂
史
料
L

と
し
て
使
用

せ
ん
と
す
る
に
嘗
つ
て
は
、

や
は
り
賞
然
、

上
に
の
ベ
た
如
き

《
現
行
本
親
書
西
域
俸
に
針
し
て
行
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
の
史
料
的
検
討

(
上
越
付
l
帥
)
と
同
様
の
検
討
》
を
、
や
は
り
北
史
西
域
俸
に
射
し
て
も
、
ま
た
必
ず
加
え
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。

絞
上
の
観
賠
よ
り
、
以
下
、
現
行
本
説
書
西
域
俸
に
封
し
、
問
題
を
含
む
と
思
わ
れ
る
篠
節
に
つ
き
逐
候
検
討
を
加
え
る
と
共
に
若
干
の
校

誼
を
加
え
、
以
て
同
俸
の
史
料
上
の
本
質
性
格
を
明
確
な
ら
し
め
よ
う
と
す
る
の
が
本
論
稿
の
目
的
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
検
討
な
く
し
て
親

書
西
域
俸
は
勿
論
、
北
史
西
域
停
で
も
、
こ
れ
を
後
説
史
料
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
極
め
て
危
険
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
た
レ
と
思
う
。
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列
俸
第
九
十

親
書
一
百
三

西
域

使
用
底
本
百
柄
本
親
書
(
宋
萄
大
字
本
〉
。

封
校
北
史
底
本
百
柄
本
(
元
大
徳
刊
本
)

l
u
-夏
寄
稿
、
西
戎
即
序
。
班
固
云
就
而
序
之
。
非
盛
威
武
。
致
其
貢
物
也
。

漢
書
西
域
惇
賛
の
「
書
〔
百
円
貢
〕
日
西
戎
卸
序
。
馬
既
就
而
序
之
。
非
上
威
服
、
致
其
貢
物
也
」
な
る
班
固
の
文
を
若
干
繁
改
し
た
も
の
で

。
①

あ
る
が
、
班
固
の
記
法
を
取
り
入
れ
た
親
書
食
貨
志
等
の
例
よ
り
見
て
枚
書
原
文
に
存
し
た
一
節
と
目
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

①
貌
書
は
貌
枚
の
残
後
一
年
、
武
卒
四
年
、
北
贋
後
主
の
命
に
よ
り
、
史
官
の
更
撰
が
行
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
と
き
西
域
停
に
も
手
が
入
れ
ら
れ
た

か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
北
湾
中
に
で
き
た
貌
書
原
本
は
み
な
牧
書
と
呼
ん
で
お
く
。
現
行
本
貌
蓄
に
封
す
る
、
原
(
も
と
〉
の
致
書
の
意

味
で
あ
る
。



-M
漢
民
初
関
西
域
。
有
三
十
六
園
。
其
後
分
立
五
十
五
王
。
置
校
尉
・
都
護
、
以
撫
納
之
。
王
奔
裳
位
、
西
域
逐
組
。
至
於
後
漢
、
班

超
所
通
者
、
五
十
徐
園
。
西
至
西
海
、
東
西
高
里
。
皆
来
朝
貢
。
復
置
都
護
・
校
尉
、
以
相
統
援
。
其
後
或
絶
、
或
通
。
漢
朝
以
魚
傍
弊

中
園
。
其
官
時
置
、
時
腰
。

盤
競
菅
之
後
、
互
相
呑
滅
。
不
可
復
詳
記
荒
。

全
文
削
除
。
陪
書
西
域
俸
一
線
序
の
墾
憾
の
文
と
全
く
同
じ
で
(
錨
齢
抑
止
建
一
諸
点
一
種
翻
楠
伊
一
一
可
)
、
明
ら
か
に
李
延
需
が
北
史
撰

述
に
嘗
り
て
惰
書
よ
り
採
っ
た
も
の
で
、
牧
書
の
文
に
非
ざ
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
牧
書
の
原
文
と
思
わ
れ
る
下
段
穂
序
の
董
碗
の
報
告
と

し
て
記
さ
れ
て
い
る
「
自
漢
時
五
十
儀
園
、
後
梢
相
弁
、
至
太
延
中
震
十
六
園
云
々
」
の
一
節
と
重
複
す
る
も
の
を
含
み
、
一
層
こ
の
百
儀
字

が
牧
書
の
原
文
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

-M
太
租
初
経
営
中
原
。
未
暇
及
於
四
表
。
既
而
西
戎
之
貢
不
至
。
有
司
奏
「
依
漢
氏
故
事
、
請
通
西
域
、
可
以
振
威
徳
於
荒
外
。
叉
可

致
奇
貨
於
天
府
」
。
太
旭
日
「
漢
氏
不
保
境
安
人
、
乃
遠
関
西
域
、
使
海
内
虚
耗
、
何
利
之
有
。
今
若
逼
之
、
前
弊
復
加
百
姓
失
」
。
途
不

ヘ
逼
志
西
域
序
略
が
「
不
保
境
安

牧

書

の

文

で

あ

る

が

、

な

お

北

史

が

唐

詩

「

民

」

を

、

(

民

」

と

し

て

い

る

の

は

、

牧

書

一
件
以
械
な
政
下
凶
献
し程
一
沼
崎
)
な
お
他
の
紀
停
を
検
し
て
も
、
道
武
明
元
時
代
、
西
域
諸
国
と
の
遁
交
の
事
賓
は
な
い
。

-M
太
延
中
、
説
徳
盆
以
遠
関
西
域
。
集
蕊
・
疏
勤
・
烏
孫
・
悦
般
・
渇
撰
陪
・
都
善
・
駕
番
・
車
師
・
粟
特
諸
園
王
、
始
遣
使
来
献
。

世
組
以
「
西
域
漢
世
難
遁
、
有
求
則
卑
僻
而
来
。
無
欲
則
騎
慢
王
命
。
此
其
自
知
絶
遠
大
兵
不
可
至
、
故
也
。
若
報
使
往
来
、
終
無
所

盆
。
欲
不
遣
使
」
。
有
司
奏
「
九
圏
不
俸
還
除
。
遠
貢
方
物
。
嘗
輿
其
準
。
安
可
議
抑
後
来
」
。
乃
従
之
。
於
是
、
始
遺
行
人
王
恩
生
・
許

綱
等
、
西
使
。
恩
生
出
流
沙
。
鴻
儒
儒
所
執
。
寛
不
果
達
。
又
遁
散
騎
侍
郎
董
璃
高
明
等
、
多
賀
錦
自
巾
出
都
善
。
招
撫
九
園
。
厚
賜
之
。

錯
簡
。
九
園
の
来
貢
は
本
紀
に
太
延
三
年
三
月
亀
五
・
慌
般
・
鷲
者
・
車
師
・
粟
特
・
疏
勤
・
烏
孫
・
渇
柴
陪
・
都
善
諸
圏
各
遁
使
朝
貢
と

あ
っ
て
太
延
三
年
(
四
三
七
〉
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
て
、
こ
の
九
園
の
来
貢
は
、
本
紀
の
記
述
に
基
け
ば
、
そ
の
前
年
後
貌
が
積
極
的
に

二
十
輩
・
六
輩
〈
説
文
・
軍
襲
、
車
百
南
魚
輩
〉
の
使
節
圏
を
西
派
し
た
結
果
と
見
ね
ば
な
ら
な
い
の
に
、
本
西
域
俸
に
九
園
来
朝
後
、
世
租

「
人
」
に
改
め
た
の
を
、

そ
の
債
残
し
て
い
る
。
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従
。
歴
太
宗
世
、
寛
不
招
納
。

87' 
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が
通
交
を
膳
賭
し
た
と
あ
る
の
は
北
史
の
錯
簡
よ
り
生
じ
た
矛
盾
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
停
文
中
に
始
遁
行
人
王
恩
生
、
許
綱
等
西
使
と
あ
る
に

徴
せ
ば
、
散
騎
侍
郎
の
官
を
有
し
た
王
恩
生
(
高
畠
停
)
ら
は
後
貌
が
最
初
に
派
遣
し
た
太
延
元
年
五
月
の
使
節
圏
の
代
表
者
で
あ
っ
た
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
る
。
北
史
西
域
俸
が
牧
書
を
引
載
し
て
錯
簡
を
お
か
し
、
そ
の
錯
簡
が
そ
の
ま
ま
現
行
本
説
書
に
停
っ
た
も
の
と
見
ね
ば
な
ら

元
来
の
貌
牧
の
原
文
は
次
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
(
〔
〕
内
は
説
明
の
た
め
に
附
加
し
た
も
の
〉
な
お
、

考
異
」
に
よ
れ
ば
、
「
後
貌
書
は
荒
番
園
(
〉
m巳
圏
、
い
ま
の
関
同

E
島
常
地
方
〉
を
す
べ
て
烏
番
園
と
記
し
た
」
と
あ
る
の
で
、
す
べ
て

そ
の
よ
う
に
復
原
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
烏
は
古
音

a
に
近
く
、

z-m
番
園
は
偽
夷
園
(
法
額
偉
)
、

と
を
思
い
合
す
な
ら
ば
、
貌
牧
が
烏
番
と
記
し
た
の
は
極
め
て
安
嘗
な
記
述
法
で
あ
る
。

ぬ
。
す
な
わ
ち
、

「
、
通
鑑

阿
番
尼
園
(
大
唐
西
域
記
〉
と
も
記
さ
れ
た
こ

〔
復
原
文
〕

太
延
中
、
貌
徳
盆
以
遠
関
西
域
。
〔
太
延
元
年
二
月
烏
番
(
穴

R
g
z
c
・
車
師
(

J

ヘ
R
5
2
C〉
諸
圏
各
遺
使
朝
献
(
紀
)
〕
世
組
以
「
西
域
漢
世
離

通
、
有
求
則
卑
鮮
市
来
。
無
欲
則
騒
慢
王
命
。
此
其
自
知
絶
遠
、
大
丘
(
不
可
至
故
也
。
若
報
使
往
来
、
終
無
所
盆
。
欲
不
遣
使
」
。
有
司

奏
「
九
園
(
二
閣
の
詑
)
不
俸
還
険
、
遠
貢
方
物
。
嘗
輿
其
進
。
安
可
致
抑
後
来
」
。
乃
従
之
。
於
是
、
始
遺
行
人
王
思
生
・
許
綱
等
西
使
。

- 88ー

〔
「
太
延
元
年
五
月
遺
使
二
十
輩
、
使
西
域
(
紀
ど
は
こ
れ
に
該
首
し
、
恩
生
ら
は
そ
の
代
表
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
J

恩
生
出
流
沙
、
震
嬬
嬬
所
執
、
寛
不
果
達
。
〔
『
詔
行
人
王
恩
生
、
許
綱
等
出
使
。
恩
生
等
始
度
流
沙
、
震
嬬
嬬
所
執
。
恩
生
見
嬬
嬬
呉
提
。
持
節
不

鍵
之
屈
。
後
世
租
切
譲
呉
提
。
呉
提
催
。
乃
遺
恩
生
等
腕
。
許
綱
到
敦
爆
病
死
(
車
師
胸
骨
ど
と
あ
り
、
第
一
回
西
使
級
遣
は
失
敗
に
移
っ
た
が
、
翌
六
月

に
は
都
善
、
八
月
に
は
粟
特
園
(ω
己
主
岳
わ
B
B
S
)
の
入
貢
が
あ
り
、
後
貌
は
翌
「
太
延
二
年
(
四
一
二
六
)
八
月
遺
使
六
輩
使
西
域
(
紀
)
」
と
第
二
回

の
西
使
汲
遺
を
断
行
し
た
。
下
述
董
琉
・
高
明
の
逮
西
汲
選
抜
行
が
本
紀
に
別
に
記
せ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
そ
の
他
の
前
後
の
関
係
よ
り
見
て
、
董
貌
は

こ
の
太
延
二
年
八
月
出
愛
の
第
二
回
使
節
人
圏
六
輩
の
代
表
者
で
あ
っ
た
と
見
、ざ
る
を
得
な
い
。

向
、
従
来
、
董
碗
の
出
褒
を
九
園
入
貢
の
太
延
三
年
三
月
後
と
し
た
た
め
、
そ
の
放
行
期
聞
は
僅
か
九
ヶ
月
と
計
算
さ
れ
、
碗
等
は
質
際
に
は
烏
孫
ま
で

す
ら
行
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
臆
測
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
碗
の
出
裂
は
、
こ
の
よ
う
に
前
年
の
太
延
二
年
八
月
と
目
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ

る
。
烏
孫
停
に
太
延
三
年
遁
使
者
董
碗
等
使
其
園
と
あ
る
の
は
、
三
年
に
烏
孫
園
に
琉
ら
が
廻
至
し
た
こ
と
を
一
去
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
碗
の



中
園
出
裂
を
三
年
で
あ
る
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
〕
叉
遣
散
騎
侍
郎
董
璃
、

高
明
等
多
賀
錦
鳥
。
出
都
善
招
撫

〔
於
是
〕
亀
革
、
疏
勤
、
烏
孫
、
悦
般
、
渇
襲
随
、
部
善
、

〔
鑑
弦
・
疏
勅
、
烏
孫
、
悦

般
、
渇
柴
階
、
都
善
、
烏
者
、
車
師
、
莱
特
〕
九
園
。
厚
賜
之
。

粟
特
諸
園
王
始
遣
使
来
献
。

烏
者
、

車
師
、

牧
書
の
原
姿
は
以
上
の
如
き
も
の
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
向
、
こ
の
来
貢
、
逼
交
鴎
路
、
王
恩
生
派
遣
、
そ
の
失
敗
、
董
碗
派
遣
、
九
園

来
貢
の
時
間
的
整
理
に
つ
い
て
は
船
木
勝
馬
「
親
書
粟
特
園
俸
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
(
東
洋
大
皐
紀
要
八
〉
が
す
で
に
言
及
し
て
い
る
。
た
だ

そ
の
矛
盾
の
原
因
を
貌
牧
の
過
誤
に
聞
し
て
い
る
が
、
自
分
は
親
書
↓
北
史
轄
記
時
の
錯
簡
と
考
え
る
。

要
す
る
に
「
太
延
三
年
三
月
葵
巳
、
翁
草
(
阿
ハ

cnE)
・
慌
般
(

J

へ巳

-EN
及
そ
の
西
方
に
遊
牧
し
た
民
族
〉
・
烏
番
(
〉
ぬ
ロ
ル
カ
ラ
シ
ヤ
ー

ル
地
方
)
・
車
師

(
J
F
H
5
2
0〉
・
粟
特

(ω
ロ
包
岳
ク
リ
ミ
ア
牢
島
〉
、
疏
勤
(
州
内
田
佐
官
同
)
、
烏
孫

(
Z
2ヨ
流
域
)
、
渇
探
陪
(
の

2
Z
E

タ
シ
ュ
ク
ル
ガ
ン
〉
、
都
善
(
宮

E
E
h
v
R
E
F地
方
〉
諸
圏
各
遣
使
朝
献
(
紀
〉
」

と
あ
っ
て
、

か
れ
ら
が
同
時
入
貢
し
て
い
る
の
は
前
年

八
月
出
裂
し
た
董
碗
ら
六
輩
の
廻
園
遊
説
賜
興
の
結
果
に
外
な
ら
な
い

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
萌
ら
の
開
園
は
下
連
の
如
く
こ
の
九
園
入
朝
よ

り
八
ヶ
月
後
の
同
年
十
一
月
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、
こ
の
九
園
は
碗
の
蹄
閣
に
先
ん
じ
て
来
貢
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
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呂
思
勉

・
爾
耳目南
北
朝
史
(
一
九
四
八
〉
は
貌
書
西
域
俸
の
貌
使
出
使
と
九
園
来
貢
と
世
租
の
通
交
不
許
可
態
度
の
矛
盾
を
貌
牧
の
曲
筆
と
し
「
此
文
之
善
於

塗
飾
、
同
県
可
設
一
大
城
、
嬢
本
紀
、
都
善
之
来
在
大
延
元
年
六
月
。
粟
特
之
来
在
八
月
、
均
在
使
出
之
後
、
世
租
宣
逆
知
其
終
至
而
欲
不
報
、
有
司
宣
逆
知
其
将
至。

而
請
勿
抑
其
後
来
耶
、
曲
筆
献
娼
如
此
。
同
県
可
謂
磁
史
尖
」
と
云
っ
て
い
る
。
矛
盾
の
黙
の
指
摘
は
要
を
得
た
表
現
で
あ
る
が、

し
か
し
貌
牧
と
し
て
本
紀
に
記

し
た
事
項
を
何
で
西
域
停
で
曲
筆
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。

こ
の
前
後
矛
盾
は
北
史
が
貌
室
田
西
域
停
を
収
録
す
る
に
際
し
て
の
錯
簡
に
起
因
す
る
と
推
測
す
る
。

2
M
初
、
碗
等
受
詔
「
便
道
之
園
、
可
往
赴
之
」
。
碗
過
九
園
。
北
行
至
烏
孫
園
。

其
王
得
朝
廷
所
賜
。

拝
受
甚
悦
。
謂
碗
日

「
俸
問
、

破
洛
那
・
車
舌
皆
思
貌
徳
、
欲
稀
臣
致
貢
。

破
洛
那
、
遺
明
使
者
舌
。
烏
孫
王
震
設
導
詩
、
達
二
園
。
碗
等
宣
詔
、
慰
賜
之
。

但
患
其
路
無
由
耳
。
今
使
君
等
既
到
此
。
可
往
二
圏
、
副
其
慕
仰
之
誠
」
。

碗
於
是
、
自
向

牧
警
の
原
文
で
あ
る
が
、
文
章
爽
明
で
な
い
た
め
従
来
、
研
究
者
を
ま
ど
わ
す
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
。
碗
は
九
園
(
上
掲
九
箇
園
〉
招
撫
を
主
目

89 

的
に
派
遣
さ
れ
た
が
、
そ
の
他
の
地
方
で
も
到
達
可
能
の
諸
園
に
は
立
寄
る
べ

し
と
の
詔
が
出
て
い
た
の
で
、
特
に
破
洛
那
(
匂

2
m
E
E
)、
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者
舌
〈
ω白
山
)
に
ま
で
出
か
け
た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
に
過
ぎ
ぬ
。
「
碗
遁
九
園
、
北
行
至
烏
孫
園
」

か
ら
烏
孫
を
除
い
て
別
の
一
園
を
算
入
し
た
り
、
九
園
は
不
確
定
多
数
を
表
現
し
た
数
字
に
過
ぎ
ぬ
と
考
え
た
り
す
る
こ
と
は
安
嘗
で
な
い
。

と
あ
る
語
に
こ
だ
わ
っ
て
、

九
園
の
中

文
意
は
・
「
碗
は
九
園
を
過
ぎ
た
り
。
北
行
し
て
烏
孫
園
に
至
り
た
る
と
き
」
で
あ
っ
て
琉
は
九
ヶ
固
に
劃
す
る
使
命
を
す
ま
せ
た
が
、

ケ
園
の
一
園
の
烏
孫
園

(
μ
M
鳴
綿
一
欄
村
唯
一
酎
駒
山
一
己
か
M
一M
M酢
ぃ
)
に
太
延
三
年
到
着
し
た
と
き
(
鮪
孫
)
、
烏
孫
王
が
ま
だ
後
貌
と

交
渉
を
持
っ
て
い
な
い
破
洛
那
園
へ
明
向
指

r
g
tシ
ル
ダ
リ
ア
上
流
、
ヴ
ズ
ベ
ク
共
和
園
・
フ
ェ
ル
ガ
ナ
州
、
タ
ジ
ク
共
和
園
・
シ
ナ

一一
ナ
バ

ー
ド
州
地
方
)
と
者
舌
閤

3
Z岳
H

グ
ズ
ベ
ク
共
和
圏
、
吋
担
任
官
立
地
方
〉
に
赴
く
こ
と
を
勤
め
た
の
で
、
董
碗
は
自
ら
フ
ェ
ル
ガ
ナ
に
、

高
明
は
シ
ャ
シ
ュ
に
赴
い
た
こ
と
を
己
し
こ
も
の
で
あ
る
へ
璃
ち
が
烏
孫
そ
の
他
の
諸
園
に
寅
際
に
到
っ
た
と
見
る
べ
き
こ
と
は
、
「
第
五
世
J
O

Z

T

f

紀
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
史
に
闘
す
る
一
考
察
L

〈
古
代
皐
一

O
l
一
)
で
推
論
し
た
¥

し
か
る
に
北
史
は
「
碗
於
是
自
向
破
洛
那
、
遺
使
者
」
と
し
、
明
・
舌
の
二
字
を
院
し
て
い
る
。
高
明
が
嘗
時
、
車
舌
に
到
っ
た
こ
と
は
逼

「
迭
腕
、
詣
破
洛
那
、
明
詣
者
舌
」
と
あ
る
こ
と
、
ま
た
寅
際
に
、
高
明
ら
の
訪
問
の
結
果
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
破
洛
那
と
者
舌
商
圏

そ
の
九

鑑の
同
時
入
貢
が
「
太
延
三
年
十
一
月
破
洛
那
、
者
舌
各
遁
使
朝
献
、
奉
汗
血
馬
(
紀
〉
」
と
見
え
て
い
る
こ
と
に
よ
り
て
明
ら
か
で
あ
る
。

史
に
も
最
初
は
牧
書
原
文
通
り
「
遺
明
使
者
舌
」
と
あ
っ
た
が
、
現
行
親
書
成
立
後
、
北
史
に
脱
誤
が
生
じ
た
も
の
に
相
違
な
く
、
現
行
説
書

の
方
が
正
し
く
牧
書
の
文
を
俸
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

@

@

 

2
M
ロ
ザ
明
東
還
。
烏
孫
・
破
落
那
之
属
、
遁
使
興
碗
倶
来
献
者
十
有
六
園
。
自
後
相
繕
而
不
問
子
歳
。
園
宗
教
十
妻
。

北
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本
紀
に
「
太
延
三
年
十
一
月
波
洛
那
・
者
舌
圏
各
遺
使
朝
献
奉
汗
血
馬
」
と
あ
れ
ば
、
萌
ら
の
時
園
、
並
に
諸
園
使
の
同
行
朝
献
は
太

①
 

延
三
年
十
一
月
ご
ろ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

②
 
こ
の
と
き
来
貢
の
十
六
園
を
具
瞳
的
に
列
拳
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
下
に
董
碗
の
報
告
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る

武
時
五
十
齢
圏
、
後
補
相
井
、
至
太
延
中
、
震
士
川
骨
」
(
れ
齢
h

河
村
一
前
町
一
倒
的
指
一
号
品
川
日
投
札
恥
ー

γ崎
一
同
一
四
一
崎
)
と
あ
る
十
六
園
と
封
躍

す
る
敷
字
で
あ
る
が
、
西
域
全
土
が
太
延
中
十
六
大
圏
に
分
統
さ
れ
て
い
た
と
し
、
ま
た
人
貢
の
十
六
園
が
こ
の
十
六
大
圏
其
も
の
で
あ
っ
た

「
西
域
、

自
漢

と
す
れ
ば
、
こ
の
年
、
渡
斯
・
大
月
氏
・
大
秦
等
の
国
々
も
十
六
園
の
一
と
し
て
後
貌
に
入
貢
し
た
大
事
件
で
あ
る
。
し
か
し
本
紀
に
は
そ
れ



を
示
す
記
事
は
な
い
。
お
そ
ら
く
董
碗
と
と
も
に
入
貢
し
た
園
は
、
さ
き
の
九
ケ
園
に
者
舌
・
波
洛
那
、
そ
れ
に
そ
の
努
園
の
小
園
教
園
計
十

六
園
で
あ

っ
た
と
せ
ざ
る
を
得
ぬ

(
1
亀
葱
2
慌
般
3
鷲
者
4
車
師
5
疏
勤
6
烏
孫
7
粟
特
8
渇
柴
陪
9
鄭
善
叩
破
洛
那
H
者
舌
ロ
悉
居
牢
日

遮
逸
園
M
額
盾
園
日
関
賓
国
迷
密
が
こ
の
年
の
前
後
に
入
貢
し
て
い
る
。
こ
れ
を
十
六
園
同
時
入
貢
と
云
っ
た
も
、の
で
あ
ろ

z

う)。

①
董
現
以
後
の
西
使
派
遣
に
つ
い
て
は
、
本
紀
は
明
記
し
て
い
な
い
が
、
列
俸
に
散
見
せ
ら
れ
る
。
後
述
の
柔
然
呉
提
可
汗
が
西
域
諸
園

に
射
し
貌
使
を
恭
奉
す
べ
か
ら
ず
と
命
じ
た
こ
と
、
温
渠
氏
の
部
品
一
耳
目
攻
撃
時
に
天
竺
方
面
よ
り
掃
っ
て
い
た
親
使
が
防
戦
に
一
役
買
っ
た
件
、

韓
羊
皮
の
件
等
で
あ
る
。

2
M
初
世
組
毎
遣
使
西
域
。
常
詔
河
西
王
温
渠
牧
健
、
令
護
迭
至
姑
識
。
牧
健
恒
護
使
導
路
、
出
於
流
沙
。
後
、
使
者
自
西
域
還
、
至
武

①
 

威
。
牧
健
左
右
謂
使
者
日
「
我
君
承
嬬
嬬
呉
提
妄
読
云
『
去
歳
、
貌
天
子
自
来
伐
我
。

'土
馬
疫
死
。
大
敗
市
還
。
我
禽
其
長
弟
祭
卒
王

③
 

壬
。
』
我
君
大
喜
、
宣
言
圏
中
。
叉
聞
臭
提
遣
使
、
告
西
域
諸
園
、
稽
『
貌
己
創
弱
。
、
今
天
下
唯
我
震
彊
。
若
更
有
貌
使
、
勿
復
恭
斡
』

西
域
諸
園
亦
有
武
者
。
牧
健
事
主
。
梢
以
慢
堕
」
、
使
還
。
具
以
朕
開
。
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文
色
、
甚
だ
牧
書
に
似
ず
。
且
つ
董
碗
の
事
蹟
を
中
断
し
て
、
記
述
が
前
後
し
て
い
る
。
李
延
蕎
が
他
書
よ
り
採
録
し
て
挿
入
せ
し
も
の
が
、

現
行
親
書
に
残
留
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
逼
志
は
、
全
般
的
に
北
史
西
域
停
(
書
名
を
明
記
し
て
い
な
い
が
)
を
採
録
し
て
い
る
が
、
こ
の
一

節
が
は
ぶ
か
れ
て
い
る
の
も
、
そ
の
放
で
あ
ろ
う
。
或
は
後
貌
・
峯
鴻
撰
十
六
園
春
秋
の
文
を
北
史
が
採
入
し
た
も
の
か
。
こ
れ
と
同
文
の
抄

略
と
思
わ
れ
る
も
の
を
、
通
志
が
「
載
記
類
」
に
引
い
て
い
る
の
も
そ
の
推
察
を
強
め
る
。
即
ち

元
嘉
十
六
年
貌
使
者
自
西
域
還
、
至
武
威
。
牧
健
左
右
有
告
使
者
者
目
、
我
君
承
嬬
嬬
可
汗
妄
言
一
玄
、
云
々

と
年
時
を
明
示
し
た
同
文
が
見
え
る
。
牧
書
の
文
で
な
い
と
し
て
も
、
後
貌
史
料
と
し
て
は
注
目
に
値
す
る
文
献
で
あ
る
。

述
べ
る
所
は
太
延
五
年
北
涼
の
温
渠
牧
健
が
、
呉
提
可
汗
の
言
を
信
じ
て
、
後
貌
は
衰
弱
し
た
も
の
と
考
え
圏
内
に
宣
言
し
た
こ
と
、
可
汗

呉
提
が
、
西
域
諸
園
に
後
貌
よ
り
の
使
節
を
理
遇
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
を
命
じ
た
の
二
事
で
あ
る
。

呉
提
可
汗
が
云
う
後
貌
の
戦
敗
と
は
、
前
年
太
延
四
年
、
太
武
帝
が
嬬
嬬
を
親
征
し
て
利
な
く
、
漠
北
の
大
早
に
あ

っ
て
多
く
の
軍
馬

① 
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を
失
っ
て
蹄
っ
た
こ
と
を
さ
す
。
他
に
繁
卒
王
不
一
が
捕
え
ら
れ
た
こ
と
を
記
す
記
録
は
な
い
が
、
こ
の
戦
は
後
貌
に
と
っ
て
は
相
嘗
の
損
害
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
(
拙
考
「
後
難
柔
然
表
」
上
(
東
洋
史
研
究
一
九
!
一
ニ
〉
参
照
)
。

② 

北
史
、
稀
の
字
を
歓
く
。
後
世
に
お
け
る
北
史
俸
潟
の
際
の
誤
落
と
考
え
ら
れ
る
。

①
温
渠
氏
は
西
域
諸
園
の
後
魂
朝
貢
(
通
商
)
を
全
面
的
に
妨
害
し
た
の
で
は
な
い
。
こ
れ
は
、
太
延
五
年
四
月
、

動
、
駕
香
、
五
月
遮
逸
園
が
入
貢
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
温
渠
が
西
域
通
商
の
上
で
と
っ
た
劃
後
貌
背
信
行
震
は
、

都
善
、

亀
五
、

疏

〈
北
涼

問
責
十
二
篠
〉
の
中
の

朝
廷
の
志
、
懐
遠
に
在
る
を
知
り
て
聖
略
に
固
遣
し
、
商
胡
に
切
税
し
、
以
っ
て
行
放
を
断
ぜ
る
、
罪
の
四
也
。
西
戎
に
揚
言
し
て
自
ら
を

高
う
し
騎
大
な
る
、
罪
の
五
也
。
:
:
:
敵
(
嬬
嬬
)
の
全
を
欣
び
、
我
の
敗
を
宰
と
し
て
王
人
を
侮
慢
し
、
供
麓
を
以

っ
て
せ
ざ
る
、
罪
の

九
也
。
王
人
を
備
防
し
、
闘
要
を
候
守
し
、
冠
飾
の
如
く
な
る
、
罪
の
十
二
也

よ
り
推
知
で
き
る
。

3
回
世
租
齢
議
討
牧
健
。
涼
州
既
卒
。
都
品
一
育
園
以
篤
「
唇
亡
、
歯
寒
。
自
然
之
道
也
。
今
武
威
篤
貌
所
滅
。
次
及
我
也
。
若
逼
其
使
人
。

@
 

知
我
園
事
。
取
亡
必
近
。
不
如
組
之
、
可
以
支
久
」
乃
断
塞
行
路
。
西
域
貢
献
、
歴
年
不
入
。
後
卒
鄭
善
。
行
人
復
、
通
。
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こ
の
燦
も
董
碗
の
事
と
前
後
し
且
つ
記
述
に
混
範
が
あ
る
。
李
延
需
に
よ
る
他
書
よ
り
の
採
録
で
あ
っ
て
、
政
書
の
文
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る

が
、
重
要
な
後
貌
史
料
た
る
を
失
わ
ぬ
。

②①  

後
貌
が
太
延
五
年
(
四
三
九
)
温
渠
牧
健
を
討
滅
し
、
甘
粛
地
方
が
競
有
と
な
っ
た
こ
と
を
さ
す
(
本
紀
・
崖
浩
停
等
)
。

都
善
が
遁
商
路
妨
害
を
賀
行
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
員
君
元
年
(
四
四

O
〉
以
後
、
都
善
が
討
卒
せ
ら
れ
る
ま
で
の
五
年
間
、
本
紀

に
は
粟
特
園
の
入
貢
一
件
が
記
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
西
域
諸
園
の
入
貢
記
事
が
絶
無
で
あ
る
こ
と
が
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
が
果
し

ヘ
換
言
す
れ
ば
鄭
善
王
が
寅
際
に
、
ど
の
期
間
積
J

て
都
善
王
の
撃
芯
で
あ
っ
た
か
ど
う
カ
(
極
的
に
後
競
に
劃
す
る
通
商
妨
害
を
し
た
か
)
不
明
の
黙
が
多
い
。
甑
善
俸
そ
の
他
に
記
さ
れ
て

い
る
通
り
、
員
君
二
年
十
一
月
、
温
渠
氏
の
残
黛
で
あ
る
温
渠
安
周
は
鄭
善
を
う
ち
、
樹
齢
善
玉
比
龍
は
、
丁
度
天
緋
一
了
扇
賓
よ
り
鶴
岡
っ
て
来
た



後
親
の
使
人
と
共
に
防
戦
し
た
が
、
比
龍
は
且
未
に
逃
れ
、
都
善
は
温
渠
の
援
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
遁
商
社
絶
は
む
し
ろ
こ

の
混
範
に
因
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
ハ
こ
の
こ
と
は
都
善
俸
の
項
で
詳
述
す
る
)
。

こ
の
こ
ろ
駕
番
、
亀
五
に
も
ま
た
中
園
使
節
閣
に
劃
す
る
抄
掠
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
雨
園
の
俸
に
見
え
、
後
貌
の
遠
西
諸
固
と
の
遁
交
に
劃

す
る
反
則
剣
運
動
が
他
所
に
も
起
き
て
い
た
こ
と
も
杜
絶
原
因
に
数
え
ね
ば
な
る
ま
い
。
こ
れ
に
は
、
中
縫
貿
易
圏
聞
の
経
済
利
害
問
題
と
嬬
嬬

よ
り
の
指
示
(
こ
の
「
勿
復
恭
奉
」
)
が
影
響
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

都
善
の
卒
定
、

① 

つ
い
で
そ
の
嬬
嬬
・
吐
谷
海
支
配
下
へ
の
編
入
に
つ
い
て
は
郵
善
俸
の
項
に
ゆ
ず
る
。

①
 

3
M
始
碗
等
使
還
京
師
。
具
言
凡
所
経
見
及
俸
聞
傍
園
、
云
「
西
域
自
漢
武
時
五
十
蝕
圏
、
後
精
相
弁
、
至
太
延
中
震
十
六
園
」

括
弧
内
二
十
二
字
全
文
を
削
除
。

①
李
延
需
の
北
史
編
纂
時
に
お
け
る
加
筆
で
、

且
つ
全
く
杜
撰
極
ま
る
一
節
で
あ
る
。
璃
の
報
告
で
も
な
け
れ
ば
、

牧
書
の
原
文
で
も
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な
い
。
前
漢
書
の
「
西
域
以
孝
武
始
逼
。

本
三
十
六
園
。

其
後
精
分
至
十
銭
園
(
績
漢
書
・
後
漢
書
に
よ
れ
ば
京
卒
雨
帝
の
こ
ろ
の
こ
と
ど

を
誤
っ
て
引
用
し
、
こ
れ
に
太
延
年
間
入
貢
の

「十
六
園
」
を
全
西
域
諸
園
の
如
く
表
現
し
て
附
記
し
た
も
の
に
過
ぎ
ぬ
。
西
域
全
土
が
た
だ

の
十
六
園
で
な
か
っ
た
こ
と
は
論
ず
る
ま
で
も
な
い
。
(
下
掲
親
書
西
域
傍
列
載
の
六
十
除
園
の
記
事
と
も
矛
盾
す
る
〉

こ
の
北
史
の
誤
れ
る
「
十
六
園
」
に
西
域
の
園
々
の
ど
れ
ど
れ
を
振
り
分
け
る
か
に
つ
き
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
考
察
が
行
わ
れ
た
が
、
北
史

の
で
た
ら
め
に
振
り
ま
わ
さ
れ
た
も
の
と
云
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
通
血
〈
は
こ
の
一
節
を
全
く
録
せ
ず
、
下
連
西
域
の
三
域
を
の
べ
た
あ
と
に
「
於

是
、
貢
献
者
十
有
六
園
」
と
し
て
い
る
。
こ
れ
で
こ
そ
意
味
の
通
じ
る
，文
で
あ
る
。
逼
典
は
牧
書
の
文
を
そ
の
ま
ま
移
録
し
た
か
、
す
く
な
く

と
も
牧
書
の
言
わ
ん
と
し
た
所
を
を
正
し
く
轄
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
思
う
。

「
分
其
地
震
四
域
。
自
葱
嶺
以
東
、
流
沙
以
西
、
震
一
域
。
葱
嶺
以
西
、
海
曲
以
東
篤
一
一
域
。
者
舌
以
南
、
月
氏
以
北
信
用
一
域
。
雨

3 
b2 

海
之
問
、
水
津
以
南
篤
一
域
。
内
諸
小
渠
長
葦
以
百
数
」

93 

北
史
に
よ

っ
て
饗
改
さ
れ
た
も
の
、
牧
書
の
原
委
を
失
っ
て
い
る
。
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通
血
ハ
遁
防
奥
西
戎
綿
序
(
翫
桝
防
粗
削
…
一
補
園
)
に
見
ゆ
る
「
〔
碗
〕
還
且
言
其
地
爵
三
域
。
自
葱
…
嶺
以
東
流
沙
以
西
震
一
域
。
姑
墨
以
南
月
氏

以
北
爵
一
一
域
。
南
海
之
問
、
水
津
以
南
篤
一
域
。
三
域
之
内
、
諸
小
渠
長
蓋
以
百
数
」
を
以
っ
て
政
書
の
原
委
、
ま
た
は
そ
れ
に
近
い
も
の
と

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
董
碗
の
報
告
は
、
逼
典
が
停
え
て
い
る
通
り
「
三
域
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
牧
書
も
コ
ニ
一域
」
と
し
て
記
載
し
た
に

董
班
は
彼
の
見
聞
の
範
囲
内
で
、
西
方
を
、

ω姑
墨
(
〉
}
向
田
口
)
よ
り
月
氏

ω葱
嶺
司
曲
目
片
岡
以
東
の

吋釦同
F
S
盆
地
諸
園
、

相
違
な
い
。

〈回
H
L
F
n
V
)

に
至
る
吋
主
任
F
F
U
E
ロ
同
町

m
E釦
の
諸
圏
、
川
W

〉
E
-
-
n
2
1
海
地
区
の
諸
園
に
三
大
別
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
然
る
に

李
延
蕎
は
北
史
を
編
す
る
に
嘗
り
、
現
政
が
姑
墨
〉

-
E
Z
以
南
、
月
氏
以
北
と
す
る
の
は
儀
り
に
方
角
的
に
雑
把
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
者

舌
仏
払
・
叶

g
r
r
g
e
以
南
月
氏
以
北
に
改
め
、
且
つ
北
史
西
域
俸
に
漕
園
の
如
き
出
古
門
吉
日
S
島
南
の
園
々
の
俸
を
増
載
し
た
た
め
、

一
域
を
増
添
し
、
葱
嶺
以
西
、
海
曲

(
m
a・ω
2・
HMam-SCC5
聞
を
一
域
と
し
て
増
加
し
た
も
の
に
過
ぎ
ぬ
。
北
史
の
文
を
移
し
た
現

行
本
貌
書
の
こ
の
僚
は
牧
書
原
文
で
は
な
い
。
通
血
ハ
上
掲
文
に
よ
る
べ
き
で
あ
る
。
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西
域
三
域
に
属
す
る
各
国
の
地
理
的
比
定
は
白
鳥
庫
士
ロ
「
大
秦
体
よ
り
見
た
る
西
域
の
地
理
」
(
「
史
事
雑
誌
」
四
一
一
|
図
、
五
、
六
、
八
〉
中
の
、
北
史
の
西

域
四
域
に
封
す
る
考
震
に
よ
る
。
な
お
、
相
官
回
欝
男
「
古
代
天
山
の
歴
史
地
理
事
的
研
究
」
(
一
七
二
頁
)
が
、
通
典
の
三
核
分
割
法
を
安
富
と
し
、
董
現
の
報
告

も
そ
う
で
あ
っ
た
ろ
う
と
し
て
い
る
の
に
は
、
全
く
賛
意
を
表
す
る
。
た
だ
遇
典
の
三
域
は
北
史
の
四
域
か
ら
嬰
改
さ
れ
た
も
の
と
す
る
の
は
、
一
首
肯
で
き
ぬ
。

通
典
は
牧
書
を
採
録
し
た
の
で
あ
る
。

①

@

 

3
M
其
出
西
域
本
有
二
道
。
後
更
震
四
出
。
自
玉
門
渡
流
沙
西
行
二
千
里
、
至
郡
善
魚
一
道
。
自
玉
門
渡
流
沙
北
行
二
千
二
百
里
、
至
車

師
震
一
道
。
従
務
車
西
行
一
百
里
、
至
葱
嶺
。
葱
嶺
西
一
千
三
百
里
至
伽
倍
震
一
道
。
自
拶
車
西
南
五
百
目
白
葱
嶺
。
西
南
一
千
三
百
里
、

@
 

至
波
路
震
一
、
道
鷲
」

通
典
ま
た
こ
の
一
節
を
董
碗
の
報
告
と
し
て
採
録
し
て
お
り
、
牧
書
の
文
で
あ
る
こ
と
疑
な
い
。
た
だ
逼
典
の
文
に
は
、
①
「
本
有
二
道
後
」

の
五
字
な
く
、
②
回
出
を
四
道
に
作
り
③
至
葱
嶺
に
作
り
、
④
文
末
に
「
於
是
貢
献
者
十
有
六
園
」
の
八
字
が
附
せ
ら
れ
て
い
る
。
①
は
勿
論
逼

典
が
員
を
停
え
て
お
り
①
は
本
俸
の
現
の
蹄
朝
の
僚
に
出
て
い
る
も
の
を
〔
通
典
に
は
碗
の
蹄
朝
の
僚
に
十
六
園
貢
献
の
こ
と
を
記
し
て
い
な

レ
の
で
〕
こ
こ
に
記
し
た
だ
け
で
問
題
な
い
。
た
だ
①
⑥
は
逼
典
の
方
〈
「
本
有
二
道
後
」
の
五
字
の
無
い
こ
と
、
四
道
に
作
る
こ
と
)
が
、
牧
書



有
南
道
云
ミ
〉

道
云
ヒ
〉
参
照
〕

の
員
を
俸
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
、
西
域
へ
の
二
道
は
、
南
漢
の
こ
と
で
〈
漢
書
・
後
漢
書
の
所
記
〈
自
玉
門
・
陽
開
出
西
域
、

八
出
西
域
諸
園
有
南
道
云
ミ
〉
参
照
)
、
三
園
時
代
に
は
三
道
と
な
っ
て
い
る
〔
貌
略
の
所
記
〈
入
西
域
、
前
有
二
道
、
今
有
三

か
ら
で
あ
る
。
換
言
せ
ば
本
俸
が
「
本
有
二
道
」
と
す
る
の
は
巌
密
に
は
誤
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
北
史
の
附
加
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
る
が
、
然
し
逆
に
牧
書
に
も
「
本
有
二
道
」
と
あ
っ
た
が
、
杜
佑
が
正
確
を
期
し
て
通
典
で
は
、
こ
の
句
を
除
去
し
た
の
か
も
知

れ
ぬ
。
し
ば
ら
く
断
定
を
避
け
た
い
。
要
す
る
に
後
貌
時
代
は

ω玉
門
l
都
善
園
(
冨
即
日
ロ
ロ
Z
H
W
E
F
地
匡

)ω
玉
門
|
車
師

Q
5曲目白)

ω渉
車
(
J

町田島

g
ε
l葱
嶺

(
E百三
l伽
倍
(
巧
阻
害

g
東
部
〉
制
移
車
(

J

F

品
目
包
)
|
葱
嶺

l波
路

(2-m伊
丹
)
の
一
一
一
出
四
道
が
あ

っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
通
典
の
所
俸
を
正
し
い
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

4
d
自
碗
所
不
俸
而
更
有
朝
貢
者
、
紀
其
名
、

不
能
具
園
俗
也
。
其
興
前
使
所
異
者
、
録
之

親
書
の
原
文
と
考
え
ら
れ
る
。
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本
臨
時
中
、
董
琉
の
報
告
に
基
け
る
も
の
が
何
園
と
何
閣
の
停
で
あ
る
と
か
、
碗
の
報
告
後
の
朝
貢
簿
に
よ
っ
た
も
の
が
何
園
と
何
園
の
停
で
あ
る
と
か
、
後
年

の
西
波
使
節
の
報
告
に
よ
っ
た
も
の
が
何
園
の
停
で
あ
る
と
か
に
つ
い
て
の
、
「
推
測
」
は
本
論
で
は
紛
れ
な
い
。
該
問
題
に
つ
い
て
は
船
木
勝
馬
・
上
掲
下
掲

諸
論
文
、
松
田
欝
男
「
古
代
天
山
の
歴
史
地
理
皐
的
研
究
」
第
二
部
四
・
五
・
六
章
を
参
照
す
べ
し
。

① 

①

①
 

4
副
都
善
園
都
汗
泥
城
古
棲
蘭
園
也
。
去
代
七
千
六
百
里
。
所
都
城
方
一
里
。
地
多
沙
歯
少
水
草
。
北
剖
白
龍
堆
路
。

船
木
勝
馬
・
上
掲
論
文
は
〈
前
代
の
園
競
を
記
す
に
、
競
牧
書
は
「
:
:
:
故
」
と
あ
る
に
劃
し
て
、
周
書
は
〈
都
善
、
古
棲
蘭
園
。
粟

特
園
、
古
之
奄
察
。
波
斯
園
、
古
僚
支
圏
〉
の
如
く
「
:
:
:
古
」
と
記
し
て
い
る
の
は
そ
の
特
色
〉
と
し
、
こ
の
〈
古
棲
蘭
園
也
〉
を
周
書
記

事
の
残
留
と
し
て
い
る
。
確
か
に
、
そ
の
疑
は
濃
厚
で
あ
る
が
、
牧
書
を
引
い
た
と
こ
ろ
の
太
卒
蜜
字
記
に
は
「
説
書
西
域
停
日
粟
特
一
名
温

那
沙
。
古
之
奄
禁
固
」
と
あ
り
、
牧
書
に
も

「古・・・・・・園」

の
記
法
が
存
し
た
と
考
え
ら
れ
、

且
つ
元
来
こ
の
一
句
は
漢
書
の

「
都
善
園
本

名
棲
蘭
」
に
基
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
牧
書
に
も
こ
の
一
句
が
無
か
っ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
。
周
書
の
文
の
疑
あ
り
と
し
て
置
く
が
、

95 

断
定
を
避
け
た
い
と
思
う
(
以
下
「
古
:
:
:
」
の
語
あ
る
諸
圏
各
僚
に
つ
い
て
は
同
断
と
解
す
る
)
。
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②
〈
所
都
城
:
:
:
白
龍
堆
路
〉
十
九
字
は
、

る
。
確
に
周
書
は
異
域
錦
繍
仙
序
で
「
詳
諸
前
史
、
或
有
不
問
、
斯
皆
銭
其
嘗
時
所
記
」
と
あ
っ
て
周
警
は
牧
書
そ
の
他
、
前
史
に
書
か
れ
て
い

周
書
に
見
え
る
文
で
あ
る
の
で
、

船
木
氏
上
掲
論
文
は
牧
書
の
原
文
で
は
な
い
と
し
て
い

な
い
も
の
、
異
同
の
あ
る
も
の
を
記
録
す
る
立
場
を
と
っ
て
い
る
か
ら

《
周
書
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
》
は
、

《
放
書
の
文
で
は
な
い
》
と
い

う
こ
と
に
、
論
理
的
に
は
な
り
且
つ
そ
の
傾
向
は
強
い
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、
漢
書
の
こ
の
圏
の
俸
に
も
既
に
「
地
沙
歯
少
田
」
の
語
が
見

ぇ
、
ま
た
白
龍
堆
の
名
も
見
え
て
い
る
こ
と
に
徴
し
て
も
、
こ
の
語
を
牧
書
に
百
パ
ー
セ
ン
ト
無
か
っ
た
も
の
と
断
ず
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

又
、
周
書
と
て
完
全
に
前
史
に
な
き
事
項
の
み
に
て
は
、
捕
時
文
を
作
成
す
る
上
で
鐙
裁
を
な
し
難
い
場
合
も
あ
る
は
ず
で
あ
る
。
現
行
親
書
に

見
え
る
周
蓄
と
同
じ
文
章
に
削
刻
し
て
は
、
そ
の
場
合
々
々
に
よ

っ
て
、
牧
書
の
原
文
か
否
か
を
検
討
決
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
拝
泥
城
の
位
置

に
つ
レ
て
は
従
来
論
議
の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
現
在
の
ロ
プ
ノ

l
ル
の
西
南
宮
町

g
地
匿
と
考
え
ら
れ
る
。
内
田
吟
風
「
第
五
世
紀

東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
史
に
開
す
る
一
考
察
(
古
代
皐
一

O
l
一)。

宋
雲
が
通
過
し
た
都
議
同
城
は
こ
の
拝
泥
城
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
嘗
時
、
こ
こ
は
吐
谷
海
が
占
援
し
、
吐
谷
津
王
子
が
部
落
三
千
を
率
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い
て
鎖
し
て
い
た
と
宋
雲
は
記
し
て
い
る
。

4
M
至
太
延
初
、
始
遁
使
衆
献
。

四
年
遣
其
弟
素
延
誉
入
侍

魂
蓄
の
原
文
と
考
え
ら
れ
る
。

北
史
「
至
太
延
初
始
遣
其
弟
素
延
者
入
侍
」
「
太
延
元
年
六
月
都
善
遺
使
入
貢
、

(
紀
)
」
と
あ
る
に
徴
し
、
現
行
親
書
へ
の
移
録
後
、
北
史
に
闘
落
誤
字
を
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

に
作
る
。

し
か
し

四
年
春
三
月
鄭
善
玉
弟
素
延
番
来
朝

4
同
及
世
租
卒
涼
州
。
温
渠
牧
鍵
弟
無
諒
走
保
敦
煙
。
:
:
:
其
王
員
連
面
縛
出
降
。
度
開
揮
其
縛
。
留
軍
屯
守
。
輿
員
達
詣
京
師
。
世
租

大
慌
。
厚
待
之
。
是
歳
奔
交
祉
公
韓
牧
矯
偲
節
征
西
将
軍
領
護
西
戎
校
尉
都
善
玉
。
以
鎖
之
。
賦
役
其
人
。
比
之
郡
勝
。

右
二
百
三
十
徐
字
(
唐
韓
民
|
人
一
字
を
除
き
)
全
文
牧
書
の
原
文
と
考
え
ら
れ
る
。
後
貌
帝
が
温
渠
を
破
り
涼
州
を
卒
げ
、
甘
粛
を
有
し

た
の
は
太
延
五
年
(
四
三
九
)
で
あ
る
〈
世
租
紀
・
握
浩
俸
)
。
そ
の
後
の
温
渠
氏
の
都
蕃
占
接
、
王
の
比
龍
の
且
未
〈
の

Z
E
E
P
)
へ
の
逃



亡
、
後
貌
叫
都
善
撃
降
、
玉
県
濯
の
貌
都
留
置
等
に
つ
い
て
は
内
田
・
上
掲
論
文
(
古
代
皐
一

0
1
一、

の
都
善
支
配
が
皇
輿
四
年
(
四
七

O
)
ご
ろ
に
は
、
は
や
ぐ
も
後
貌
よ
り
は
な
れ
、
嬬
嬬
つ
い
で
、
高
車
、
吐
谷
津
の
支
配
下
に
入

っ
た
に
不

拘
、
本
俸
が
そ
の
こ
と
に
全
く
燭
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、
本
西
域
俸
記
述
の
全
瞳
に
つ
い
て
、

一
四

l
一
入
頁
〉
参
照
。
た
だ
後
貌

例
と
云
う
べ
き
で
あ
る
。

そ
の
年
時
下
限
及
び
記
載
傾
向
を
暗
示
す
る
事

な
お
都
善
は
漢
代
の
補
償
蘭
閣
の
後
身
で
あ
り
、
そ
の
機
蘭
が
ギ
リ
シ
ア
、
イ
ラ
ン
系
文
明
を
も
っ
園
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
近
時
に
お
け
る
考
古
事
的
護
見
の
示

す
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
す
で
に
東
耳
目
の
法
穎
の
所
停
で
は
都
議
回
は
「
俗
人
衣
服
粗
輿
漢
地
問
、
但
以
降
褐
震
異
」
と
あ
り
、
の
ち
中
固
化
し
た
こ
と
が
推
察
せ
ら
れ

る
。
後
貌
時
代
の
人
口
敏
は
不
詳
で
あ
る
が
、
法
穎
の
時
に
は
僧
侶
の
み
に
て
四
千
絵
人
を
有
し
た
こ
と
、
安
周
を
避
け
て
且
末
に
走
っ
た
こ
の
闘
民
の
字
を
宋

書
は
四
千
険
家
と
記
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
宋
雲
時
に
は
吐
谷
海
三
千
が
駐
屯
し
た
こ
と
か
ら
見
て
、
相
嘗
数
の
人
口
を
擁
し
て
い
た
こ
と
は
推
察
で
き
る
。

①
 

5
叫
且
末
園
。
都
且
末
城
。
在
都
善
西
。
去
代
八
千
三
百
二
十
里
。
員
君
三
年
都
善
玉
比
龍
避
温
渠
安
周
之
難
。

卒
園
人
之
宇
、
奔
且
末
。

後
役
属
都
善
。

こ
の
一
節
、
牧
書
の
文
と
考
え
ら
れ
る
。

- 97ー

且
末

(
h
y
R
n
y
g
)
が
の
ち
都
善
に
服
属
し
た
こ
と
を
云

っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。

役
属
」
と
あ
れ
ば
、
比
龍
は
一
時
は
亡
命
者
と
し
て
旦
末
の
支
配
下
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、

① 

通
志
に
は

「
卒
園
人
之
牢
奔
且
末
。
震
且
末
所

そ
の
後
、
結
局
、
且
末
は
都
善
に
役
属
す
る

こ
と
に
な

っ
た
と
解
さ
れ
る
。
親
書
の
記
例
、
〈
西
域
康
居
子
関
沙
勤
安
息
及
諸
諸
小
園
三
十
許
、
皆
役
属
之

(
螺
瞳
)
、
競
潟
大
圏
〉

園
役
属
畷
瞳
〉
よ
り
見
て
も
、
こ
の

〈〔
且
末
〕
後
役
属
部
善
〉
は
、
〈
且
末
の
ち
都
昔
辛
口
に
役
属
す
〉
と
讃
む
べ
き
で
あ
る
。

通
志
及
北
史
且
末
停
に
は
混
飢
が
あ
り
、
例
え
ば
周
書
・
遇
典

・
賓
字
記
に
見
え
る
都
善
園
王
の
兄
都
米
の
西
貌
入
貢
を
、
謀
っ
て
且
末
の
事
と
し
て
い
る
。

な
お
梁
の
普
通
五
年

(五
二
四
〉
且
末
王
安
未
深
盤
が
、
梁
に
遺
使
し
て
い
る
に
徴
す
れ
ば
、
こ
の
こ
ろ
は
都
善
の
支
配
下
を
脱
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

①

@

@

@

 

5
同
且
末
西
北
方
流
沙
数
百
里
。
夏
目
有
熱
風
、
篤
行
娠
之
患
。
風
之
所
至
、
唯
老
院
議
知
之
、
即
鳴
而
粟
立
。
埋
其
口
鼻
於
沙
中
、
人

毎
以
震
候
。
亦
即
絡
髭
擁
蔽
鼻
口
。
其
風
迅
酸
、
斯
須
遁
壷
。
若
不
防
者
、
必
至
危
位
向
。

〈
朱
居

97 

こ
の
僚
、
周
書
と
殆
全
同
(
た
だ
①
方
、
有
に
作
り
パ
②
所
、
欲
に
作
り
、
①
設
の
字
無
し
〉
。
周
書
の
文
を
残
留
せ
る
も
の
か
。
た
だ
し
、
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情
書
吐
谷
浬
博
も
亦
こ
の
句
を
存
し
(
④
則
引
項
而
鳴
粟
立
に
作
る
〉
、
牧
書
に
か
か
る
一
節
が
無
か
っ
た
と
は
断
じ
難
い
。

な
お
こ
の
闘
に
腕
す
る
後
貌
史
料
と
し
て
は
、
宋
雲
行
記
の
左
末
娘
「
城
中
居
民
可
有
百
家
。
土
地
無
雨
、
決
水
種
委
、
不
知
用
牛
。
采
紹
而
田
」
の
記
載
が

あ
り
、
水
経
注
「
種
五
穀
、
其
俗
略
輿
漢
同
」
の
記
載
等
、
が
あ
る
(
漢
書
に
は
「
有
蒲
陶
諸
果
」
と
見
え
る
)
。
向
、
梁
書
は
且
末
の
風
土
を
「
土
人
前
期
髪
著
鹿
帽

小
袖
衣
。
震
診
則
開
頚
縫
前
。
多
牛
羊
駿
馬
」
と
記
し
て
お
る
が
、
こ
れ
ま
た
嘗
時
の
史
料
と
云
い
得
る
。
宋
雲
の
と
き
に
は
百
戸
ほ
ど
の
人
口
が
あ
っ
た
と
あ

・るの
に
、
玄
突
の
通
過
時
に
は
「
至
折
摩
駄
那
圏
、
即
祖
末
地
也
。
城
郭
錫
然
、
人
煙
断
紹
」
と
そ
の
殆
ど
慶
雄
化
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
往

年
の
域
郭
の
援
を
教
え
て
く
れ
る
。

①

②

1
1
1
1
1
1
t
i
l
l
-
-

③

ti
l
i
-
-il
l
t
1
11
1
1
1
1
1
1
1
1
i
l
i
--
ill
l
I
l
l
i
--

1
11
0
1
11
1
--
-
--
-
-
--
-
-
-
-
-
-

5
M
子
筒
圏
在
且
末
西
北
。
葱
嶺
之
北
二
百
絵
里
。
東
去
都
善
千
五
百
里
。
南
去
女
園
二
千
里
。
去
朱
倶
波
千
里
。
北
去
亀
蕊
千
四
百
里
。

去
代
九
千
八
百
里
。
其
地
方
亘
千
里
連
山
相
次
。

周
惰
書
の
文
を
含
ん
で
い
る
。

タ
リ
ム
盆
地
南
漫
の
貝
r
o
H
S
和
闘
地
匡
に
あ
っ
た
イ
ラ
ン
族
系
の
園
(
康
祉
今
一
J

へO
F
S
村
に
あ
る
)
。

①
 

力
の
意
味
を
も
っ
出

g
g
E
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

原
名
は
イ
ン
ラ
語
の
強

oo 
nv 

}
回
〈
白

-
S
E『
同
市
川
同
『
O

穴

y
o
gロ
2
0
関
百

F
Y〈
三

宮

中

同

内

2
2
H
H
Z
関

yoロ
田
口
巾
白
白
岡
町
山
}
同

HMMY〈
同
仲
間
ロ
白
ロ

HHロ
同

町

四

穴

y
o
gロ
巾

H

問。
g
m戸
田

mm)wr〈
丘
四

E
H岳
叩

同

7
2
2巾
曲

四

(

宮

0
1。
〉
甜
一
寸
の
語
を
根
援
と
し
た
戸
何
・
明
g
B
R
H
n
r
・
之
印
g
g
t
o
g
(
U
g可
え
〉
E
P
(
の〉】

H
M
)

の
所
説
及
び
開
・
。
・
ヲ
レ
ロ
ミ
-

zsru
、H，
r開
noロ帥
S
S
E
-
臼
万
件
冊
目
。
問
。
E
(
U
F
5
8
P
〉
宮

5
8

の
所
設
参
照
。

子
関
・
子
遁
・
屈
丹
は
そ
の
音
誇
(
換
那
・
漢
那
は
中
間
音

1
S
1

の
省
落
)
で
あ
る
。

子
闘
を
以
っ
て
こ
の
地
に
劃
す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ヅ
ト

語
型
の
雅
名
。

s
s
E
の
音
誇
と
見
る
こ
と
、
叉
チ
ベ
ザ
ト
語
を
以
っ
て
解
せ
ん
と
す
る
こ
と
は
誤
で
あ
ろ
う
。

②
葱
嶺
(
こ
の
場
合
は
昆
矯
山
服
を
さ
す
〉
之
北
二
百
里
の
旬
、
周
書
の
文
に
類
す
る
。

@
東
去
都
善
千
五
百
里
:
:
:
北
去
亀
蕗
千
四
百
里
の
句
は
惰
書
と
同
じ
で
あ
り
、
且
つ
女
圏
、
朱
具
波
は
明
か
に
情
書
の
用
い
は
じ
め
た

園
名
で
あ
る
。
こ
の
二
節
は
周
・
惰
書
の
文
の
残
存
と
見
ね
ば
な
ら
ぬ
。
た
だ

後
親
世
、
子
欄
園
使
来
云
。

其
園
見
在
且
末
西
北
、

葱
嶺
之
北
二
百
絵
里
。

東
去
都
善
千
五
百
里
山
門
南
去
女
圏
三
千
里
、
'
去
朱
倶
波
千



里
。
北
去
魯
蕊
千
四
百
里
。
去
代
九
千
八
百
里
。
疑
即
漢
時
醤
治
也

と
の
遁
志
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
こ
の
地
理
知
識
は
後
貌
時
代
、
子
関
人
に
よ
り
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
、

と
見
ね
ば
な
る
ま
い
。
周
惰

南
書
~
は
貌
書
の
採
録
し
な
か
っ
た
も
の
を
「
詳
諸
前
史
、
或
有
不
問
、
斯
皆
録
其
首
時
所
記
」

〈
周
書
異
威
侍
総
序
〉
の
立
場
か
ら
採
錯
し
た
も

の
と
解
さ
れ
る
。

②
 

5
M
肝
劃
域
、
方
λ
九
里
。
部
内
有
大
城
五
、
小
城
数
十
。
子
関
城
東
三
十
里
。
有
首
抜
河
。
中
出
玉
石
。
土
宜
五
穀
弁
桑
腕
。
山
多
美

@
 

玉
、
有
好
馬
蛇
牒
。
罰
凶
到

君

副

詞

割

問

z
d罰
司
副
州
別
組
劃
興
晶
到
附
剛
叶
倒
劃
倒
向
調
働
周
囲
剰
削
l
E

尤
|
伺
倒
「
制
割
問
削
叶
刈
鯛
副
嗣
淵
銅
剣
荒

①
所
都
城
以
下
十
四
字
、
周
書
の
文
。

②
首
抜
河
は
、
首
枝
河
の
誤
潟
で
、
今
の
同

r
z
g
よ
り
北
流
す
る

ω巳
・
合
(
玉
河
)
の
漢
字
音
誇
(
白
鳥
庫
士
ロ

「
大
月
氏
考
」
西
域
史
研
究
上
二
四
七
頁)。 ペ

ロ
円
ロ
ロ
m
間
関

2
・

阿
ハ
回
同
白
烈
図
的
に
嘗
り
、

そ
の
チ
ベ
ッ
ト
語
名

Q
d
 

① 

其
刑
法
以
下
五
十
字
、
周
書
の
文
。

6
u
城
南
五
十
里
有
賛
摩
寺
。
即
昔
羅
漢
比
丘
直
肺
魚
其
玉
造
覆
盆
浮
国
之
所
。
石
上
有
野
支
併
銑
慮
。
隻
跡
猶
存

た
だ
し
後
貌
の
宋
雲
恵
生
の
行
記
に

千
聞
王
不
信
併
法
。
有
商
胡
、
勝
一
比
丘

(
σ
E
Z
C〉
名
耽
直
路
(
〈

2
5
2
5
遁
照
)
、
在
城
南
杏
樹
下
。

路
。
時
語
王
日
「
如
来
(
吋
回
岳
山
∞
巳
乙
遣
我
来
、
令
玉
造
覆
盆
浮
固

な

E
3〉
一
所
、
使
王
酢
永
隆
」
(
下
略
)

と
詳
し
く
、
こ
の
寺
の
建
立
の
由
来
を
述
べ
、
且
つ

其
中
有
辞
支
併

9
2
q
m
E
Z
E
E〉
靴
云
ミ

と
述
べ
、
ま
た
水
鰹
注
に
も
、
こ
の
地
の
人
が
辞
支
併
の
足
跡
の
こ
と
を
云
う
て
「
寺
中
有
石
籍
、
石
上
有
足
跡
、
彼
俗
言
是
辞
支
併
跡
」
と

記
し
て
い
る
に
徴
せ
ば
、
子
闘
の
こ
の
併
跡
に
つ
い
て
は
、
後
貌
人
の
よ
く
知
る
と
こ
ろ
で
あ

っ
た
こ
と
は
疑
な
い
。
た
だ
貌
牧
は
こ
れ
を
録

全
文
、
周
書
の
文
(
た
だ
銑
を
周
書
は
扶
に
作
る
)
。

玉
聞
忽
怒
。
即
往
看
耽
宜

99 
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し
な
か
っ
た
の
で
、
周
書
が
採
録
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
賛
摩
寺
(
叶
∞

R
・目白

ω回
g
m
E片
山
自
国
大
伽
藍
)
の
名
稽
は
上
の
宋
雲
行
記
・
水
鰹
注
ニ
書
に
見
え
ず
、
後
貌
以
後
の
知
識
に
よ
っ
て

周
書
が
記
し
た
も
の
の
如
く
解
さ
れ
る
。

①

l
l
I
l
l
it-
-
I
l
l
i
--
11
11
1
I
l
li
t
-
--ー
ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

ー

@
iー
ー

ー

ー

ー

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

6
叫
子
関
西
五
里
有
比
摩
寺
云
是
老
子
化
胡
成
併
之
所
。
俗
無
鵡
義
、
多
盗
賊
淫
縦
。
自
高
昌
以
西
諸
園
人
等
深
目
高
鼻
。
唯
此
一
園
貌

不
甚
胡
、
頗
類
筆
夏
。

子
関
以
下
二
十
六
字
は
情
書
、

@
自
高
昌
以
下
二
十
二
字
は
周
書
の
文
章
で
あ
る
。
た
だ
し
前
保
同
様
、
通
志
に
よ
れ
ば
、
後
魂
の
世

に
お
け
る
子
関
園
使
の
言
葉
(
た
だ
し
俗
無
理
義
、
多
盗
賊
淫
縦
の
九
字
を
閥
く
)
に
基
い
た
も
の
で
あ
る
。
説
室
田
の
録
し
な
か
っ
た
記
録

を
、
陪
書
が
採
録
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
比
摩
寺
の
一
僚
が
親
書
に
存
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
宋
・
謝
守
瀬
編
「
混
元
聖
紀
」
所

載
の
、
唐
の
守
秋
官
侍
郎
上
柱
園
劉
如
瑠
の
議
紋
に
老
子
化
胡
読
を
箕
と
し
、

① 

「
皇
朝
貫
録
云
子
関
圏
西
五
百
里
有
耽
摩
迦
藍
、
是
老
子
化
胡

-100-

之
所
建
」
と
調
い
、
又
弘
文
館
皐
土
員
半
千
の
議
肢
に
も
、
「
謹
按
活
蔚
宗
後
漢
書
裏
楢
俸
・
貌
略
西
戎
博
・
粂
北
史
西
域
俸
及
周
惰
十
除
家

書
簿
、
弁
云
老
子
西
入
流
沙
、
皆
稀
化
胡
」
と
謂
っ
て
貌
書
を
場
げ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
裏
づ
け
せ
ら
れ
よ
う
。

「
西
五
里
」
を
階
警
は
「
西
五
百
里
」
に
作
る
。

「
深
目
官
岡
市
界
唯
比
一
一
関
」
を
周
書
は
「
多
深
目
高
昌
以
東
此
一
園
」
と
謀
っ
て
い
る
。
な
お
「
高
昌
以
西
」

を
通
士
山
は
「
高
率
以
西
」
に
作
る
。
賓
{
予
記
は
宣
同
昌
に
作
る
。

6
M
城
東
二
十
里
有
大
水
。
北
流
。
競
樹
枝
水
。
即
黄
河
也
。

一
名
計
式
水
。
城
西
五
十
五
里
。
亦
有
大
水
。
名
達
利
水
。
興
樹
枝
水
舎
。

倶
北
流
。

傍
線
の
二
節
を
削
除
。

周
書
に
「
城
東
二
十
里
有
大
水
。
北
流
。
競
樹
枝
水
副
賞
河
也
。
城
西
十
五
里
(
北
史
亦
オ
玉
里
に
作
る
〉
亦
有
大
水
。
名
達
利
水
。
輿
樹

枝
水
倶
北
流
。
同
曾
於
計
戎
」
と
あ
り
、
北
史
が
周
書
よ
り
採
っ
た
も
の
で
あ
り
、
牧
書
の
文
で
な
い
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
上
掲
牧

書
の
文
に
す
で
に
「
子
関
城
東
三
十
里
、
有
首
抜
河
、
中
出
玉
石
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
文
が
同
じ
こ
と
を
重
複
し
て
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
も



明
ら
か
で
あ
る

U

重
複
し
て
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
通
典
注
に
「
名
首
抜
河
亦
名
樹
抜
河
或
云
卸
貰
河
也
L

(

抜
は
枝
の
誤
と
考
え
ら
れ
る
〉
あ
っ
て
首
枝
河
H
H
樹
枝
河
な
る
こ
と

明
ら
か
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
首
枝

・樹
校
は
今
の
穴
r
o窓
口
よ
り
北
流
す
る

JP
Zロ
間
関
白
タ
烈
白
日
関
訟
に
嘗
り
、
と
も
に
チ
ベ
ッ
ト
語
の

ω巳・
2
(玉
河
〉

の
漢
字
音
謬
な
る
こ
と
、
ま
た
遂
利
水
の
吋
ω
2
B
の
立
日
朝
押
な
る
こ
と
、
白
鳥
庫
吉
「
大
月
氏
考
」
(
「
西
域
史
研
究
上
」
二
四
七
)
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
現
行
周
蓄
に
一
名
計
式
水
(
計
成
の
誤
字
か
〉
の
見
え
ざ
る
は
、
周
書
↓
北
史
↓
後
貌
書
移
録
後
に
お
け
る
周
書
の
院
謀
で
、
牧
書
の
原
文
で
は
な
い
か

も
知
れ
ぬ
、
と
考
ら
れ
る
。
計
式

・
計
成
は
テ

ュ
ル
タ
語
の

穴
釦
仰
の
音
謬
な
る
こ
と
、
ま
た
白
鳥

・
上
掲
書
に
推
論
せ
ら
れ
て
い
る
。

6
叫
員
君
中
、
世
組
詔
高
涼
王
那
撃
吐
谷
津
慕
利
延
。
慕
利
延
憧
騒
其
部
落
、
渡
流
沙
。
那
進
軍
急
追
之
。
慕
利
延
遂
西
入
子
閥
、
殺
其

王
。
死
者
甚
衆
。

親
書
の
原
文
で
あ
る
。

本
紀
に
よ
れ
ば
、

員
君
五
年
八
月
、

吐
谷
海
征
討
は
開
始
さ
れ
、

六
年
八
月
、
吐
谷
津
慕
利
延
は
逃
れ
て
子
闘
に
入

っ
た
(
四
四
五
〉
。

吐
谷
海
停
に
よ
れ
ば
、
こ

の
と
き
子
聞
に
入
っ

た
慕
利
延
は
子
闘
王
ら
数
寓
人
を
殺
し
、
南
の
方
、
関
賓
(
関

E
r
g
-
H〉
ま
で
も
征
討
し
て

い
る
ハ
通
志
は
南
破
尉
賓
に
作
る
〉
。

た
だ
遁
典
に
は
蝿
賓
に
つ
い
て

「
南
依
崩
賓
」
と
あ

っ
て
、
そ
れ
で
あ
れ
ば
、
む
し
ろ

同

S
Fヨ
町
人

-101-

の
力
に
た
よ

っ
て
、
競
軍
防
禦
を
は
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
貼
は
断
定
し
難
い
が
、
吐
谷
揮
は
翌
七
年

(
四
四
六
〉
に
は
奮
土
で
あ
る

青
海
地
方
に
蹄
，っ

て
い
る
か
ら
(
吐
谷
海
俸
。
通
鑑
)
、
「
征
」
よ
り
「
依
」
の
方
に
蓋
然
性
は
多
い
。

①

②
 

6
M
顕
粗
末
、
嬬
嬬
冠
子
開
。
子
関
患
之
、
遣
使
素
目
伽
上
表
日
西
方
諸
園
今
皆
巴
属
儒
嬬
。
奴
世
奉
大
園
。
至
今
無
異
。
今
嬬
嬬
軍
馬

到
城
下
。
奴
取
県
丘
ハ自
因
。
故
遣
使
奉
献
。

延
望
救
援
:
:
:
朕
今
練
甲
養
卒
、
一
二
歳
問
、
嘗
弱
卒
猛
勝
、
篤
汝
除
患
。
汝
其
謹
警
候
、
以

@

@
 

待
大
奉
、
先
是
朝
廷
遣
使
者
韓
羊
皮
使
波
斯
。
波
斯
王
遁
使
献
馴
象
及
珍
物
。
子
関
中
子
王
秋
仁
親
留
之
。
偲
言
慮
有
冠
不

達
。
羊
皮
言
敗
。
顧
租
怒
。
叉
遣
羊
皮
、
奉
詔
責
譲
之
。
自
後
毎
使
朝
献
。

全
文
二
百
六
十
儀
字
説
書
原
文
と
考
え
ら
れ
る
。

経
子
闘
。
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① 

通
鑑
は
、
こ
の
請
援
を
皇
輿
四
年
〈
四
七

O
〉
に
繋
け
て
い
る
。
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③②  

ωロ
g
c
r
r同
司
(
何
・
口
町
田
4
白H
M

ロ
冊
目
日
〈
OM可何回附明白色町

ω。ロ
m
Jへ己
P
H
V・
ω宕
〉

後
競
の
援
丘
ハ
を
得
な
か
っ
た
子
聞
は
以
後
、
嬬
嬬
の
衰
退
の
は
じ
ま
る
五

O
七
年
ご
ろ
ま
で
嬬
蝿
の
支
配
下
に
入
っ
て
レ
た
も
の
と
推

察
さ
れ
る
。

そ
の
こ
ろ
ま
で
子
聞
の
後
親
入
貢
は
杜
絶
し
て
い
る
。

ピ
}
V
F
E
J
P
-
F
S
E
ゲ
盟
国
ロ
七
釦
(
寺
本
腕
雅
語
・
子
関
園
史
〉
に
〈
J
2
Y・

U
B
E同

時

Hσ}阿
国
〈
印
王
よ
り

F
u
B仏
宮
口

E
王
の
問
、
外
園
の
侵
入
を
う
け
園
民
辛
苦
し
た
〉
と
は
、
こ
の
よ
う
な
吐
谷
海
・
嬬
嬬
等
の
支
配
を

さ
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

① 

子
胸
中
子
王
の
意
味
不
明
。
通
志
は
子
闘
王
に
作
る
。

な
お
後
録
時
代
の
此
園
の
人
文
史
料
と
し
て
は
宋
雲
行
記
の
子
関
因
習
俗
記
録
、
水
経
注
の

(
た
だ
し
東
証
日
法
顧
刷
悼
の
文
と
極
似
)
等
が
あ
る
。
梁
書
も
ま
た
風
俗
を
詳
述
し
て
い
る
。

た
だ
宋
雲
戸
立
記
末
文
に
案
予
闘
境
東
西
不
通
三
千
絵
里
の
一
句
が
あ
る
。
子
聞
は
漢
時
に
は
戸
三
千
三
百
、
口
高
九
千
三
百
。
後
漢
時
に
は
戸
三
高
二
千
、
ロ

八
高
三
千
の
犬
園
で
あ
り
、
東
管
法
穎
の
行
記
に
は
其
園
護
婦
衆
人
民
段
盛
、
衆
借
乃
数
蔦
人
と
あ
っ
て
、
其
大
圏
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
ぬ
。
も
っ
と
も
人
口

に
比
し
て
沃
土
の
少
か
っ
た
こ
と
は
唐
の
玄
奨
の
「
星
薩
旦
那
園

(
O
S
S
E
l
子
園
)
周
囲
千
絵
里
。
沙
讃
大
半
、
壌
土
院
狭
」
よ
り
推
察
せ
ら
れ
る
。
宋
雲一

の
語
は
子
闘
の
繁
楽
に
比
し
て
存
外
領
土
の
・
際
く
な
い
こ
と
を
云
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

①
 

7
凶
蒲
山
園
。
故
皮
山
圏
也
。
居
皮
域
。
在
子
阿
南
。
去
代
一
高
二
千
里
。
其
圏
西
南
三
里
。
有
凍
凌
山
。
後
日
勧
一
厨
子
闘
。

「
其
園
般
庶
、
民
篤
信
、
多
大
乗
事
、
威
儀
贋
整
、
器
鉢
無
盤
」

← 102ー

貌
書
の
原
文
。

①
 
漢
代
等
の
皮
山
園
を
現
在
の
の
ロ
自
問
(
皮
山
目
印
r
g
勝
治
〉
に
比
定
す
る
を
通
読
と
す
る
が
、
少
く
と
も
後
貌
の
こ
の
蒲
山
園
は
子

聞
の
「
南
」
に
あ
り
、
且
つ
山
(
高
山
?
)
に
近
い
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
の
ロ
B
白
に
非
ざ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
同町
O
仲
間
ロ
の
南
J

へ
日
ロ
ロ
m
-

}S岳
の
上
流

z
u
m
p
関白
H
g
m
r
F
H
M
E
g
の
地
域
に
あ

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
小
村
目
白
宮
皮
沙
は
、
皮
城
(
説
略
の
皮
冗
)
の

名
を
留
め
た
も
の
か
。
「
故
:
:
:
園
」
な
る
語
は
、
園
家
の
政
治
的
歴
史
的
系
統
を
さ
し
た
も
句
で
あ
る
か
ら
、
必
ず
し
も
「
故
:
:
:
園
」
と
あ

れ
ば
と
て
、
同
一
地
貼
に
存
在
し
た
こ
と
を
云

っ
た
と
は
限
ら
ぬ
。
タ

l
リ
ム
諸
園
に
お
い
て
は
、
オ
ア
シ
ス
の
腹
絶
新
出
に
よ

っ
て
、
都
市

圏
家
の
移
動
が
一
軍
々
あ
っ
た
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
「
故
:
:
:
園
」
と
あ
る
こ
と
に
、
地
理
的
に
拘
わ
れ
で
は
な
ら
な
い
。



そ
の
時
々
の
地
理
的
記
録
に
よ
っ
て
、

そ
の
位
置
を
考
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

凍
凌
山
は
皮
沙
・
略
蘭
庫
の
近
南

Z
E
g
m
r・円
uro-3

ロ
閃
}
即
日
円
山
で
あ
ろ
う
。
丁
謙
・

貌
書
外
園
俸
地
理
考
謹
そ
の
他
は
蒲
山
園
を
今
の
皮
山
の
己
目
印

に
比
定
せ
ん
た
め
に
、

「
子
閥
南
」
を
「
子
岡
西
」
に
、

こ
の
貌
警
の
文
中
の

「
西
南
三
里
」
を
「
東
南
三
百
里
」
に
讃
み
か
え
て
い
る
が
、
全
く
理
由
の
な
い
武
断
な
饗
改
と
云
わ
ね
ば

な
ら
ぬ
。

② 

抽
腕
略
に

「戎
庫
園

・
拝
調
園

・
渠
勤
園

・
皮
冗
園
皆
井
属
子
翼
」
と
あ
り
、
唐
書
子
関
俸
に
は

「弁
有
漢
戎
直

・
拝
蒲
・

渠
勤

・
皮
山

五
園
故
地
」
と
あ
り
、
後
貌
の
と
き
の
み
で
な
く
、
恐
ら
く
常
に
子
関
に
役
属
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

@
 

7
M
悉
居
牢
園
故
西
夜
園
也
。
一
名
子
合
。
其
王
挽
子
治
呼
纏
。
在
子
関
西
。
去
代
高
二
千
九
百
七
十
里
。
太
延
初
、
這
使
来
献
。
自
後

貢
使
不
絶
。

親
書
の
原
文
。

①
 

半
・
朱
居
等
の
文
字
に
て
諸
書
に
見
え
、
特
に
朱
居
は
親
書
掲
載
諸
圏
中
に
第
五
十
四
番
の
園
と
し
て

〔
誤
っ
て
〕
重
出
再
記
せ
ら
れ
て
い
る

-103ー

列

国

同

mr白
-F
に
あ
っ
た
小
園
(
の

E
Sロロ
g
H
O
M
y
n
x
・
3
・
ω
S
J∞
)
で
漢
書
以
後
、

西
夜
、
朱
倶
波
・
朱
駒
波
・
祈
句
迦
・
朱
居

」
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

② 

漢
書
に

「西
夜
圏
、

王
披
子
合
王
、
治
呼
健
谷
」

と
あ
る
の
に
照
し
、

(
後
漢
書
で
は
西
夜
は

口
高
除
、
子
合
に
は

口
四
千
と
あ
る
〉

漢
書
の
句
を
援
用
し
て

且
つ
そ
の
股
誤
を
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。
悉
居
中
十
は
西
夜
子
合
の
複
合
園
家
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

後
貌
時
代
の
こ
の
園
の
人
文
史
料
と
し
て
は
、
宋
雲
行
記
の
「
朱
駒
波
園
人
民
山
居
、
五
穀
甚
望
。
食
則
麹
姿
、
不
立
屠
殺
、
食
肉
者
、
以
自
死
肉
。
風
俗
言

語
輿
子
闘
相
似
、
文
字
輿
波
羅
門
向
。
其
園
彊
界
可
五
日
行
遁
」、
水
経
注
の

「無
雷
図
俗
奥
西
夜
子
合
同
。
依
耐
園
俗
同
子
合
、
蒲
翠
図
俗
輿
子
合
同
」
(
但
し

漢
書
に
ほ
ぼ
同
文
が
存
す
る
)
等
が
あ
る
。

7
M
権
於
摩
園
。
故
烏
托
園
也
。
其
王
居
烏
粍
城
。

在
悉
居
半
西
南
。

去
代
一
高
二
千
九
百
七
十
里
。

103 

親
書
の
原
文
で
あ
る
が
誤
が
存
す
る
。
太
卒
御
覧
七
九
七
所
引
後
貌
略
(
書
の
靴
喪
)
日
権
烏
摩
園
、
故
烏
耗
圏
也
。
其
王
治
烏
耗
域
。
西
接
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悉
居
年
圏
西
南
。
去
代
一
高
二
千
九
百
七
十
里
(
加
府
元
亀
九
五
八
同
文
)
が
原
姿
で
あ
ろ
う
。

代
都
よ
り
の
距
離
が
カ
ル
ガ
リ
ク
の
悉
居
傘
と
全
同
の
一
高
二
千
九
百
七
十
里
(
勿
論
こ
れ
ら
の
敷
値
は
極
め
て
粗
翠
で
、
粁
に
換
算
す
る

こ
と
は
殆
ど
意
味
な
き
も
、

L
か
し
同
数
字
を
翠
げ
て
い
る
こ
と
は
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
)
で
あ
る
こ
と
に
徴
す
れ
ば
、
現
行
本
親
書
に
靴
誤

が
あ
り
、
御
賢
所
引
を
正
し
い
親
書
の
文
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
(
現
行
本
説
書
の
言
う
如
く
権
於
摩
闘
が
悉
居
半
の
西
南
に
在
る
な
ら
ば
ど
う
し

て
代
よ
り
の
距
離
が
全
同
で
あ
り
得
ょ
う
か
)
。
今
、
御
覧
所
引
の
貌
書
の
原
文
に
よ
り
て
、
検
討
す
れ
ば
権
於
摩
園
は
悉
居
中
ナ
(
関
陣
同
官
-
片
付
)

の
園
土
の
西
南
部
の
東
に
て
境
を
接
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
こ
れ
ら
よ
り
し
て
、
擢
於
摩
園
は
、
〔
法
顧
の
於
麿
園
(
住
此
(
子
合
)
十
五

日
己
、
於
是
、
南
行
回
目
。
入
葱
嶺
山
、
至
於
磨
園
)
、
漢
書
の
烏
耗
園
と
同
じ
で
〕
伏
見
官

En
の
南
な
る
関
。
目

Q
R
宮
ロ
g
g
r
地
匡
に
あ

っ
た
と
断
ず
る
こ
と
が
で
き
よ
う
(
漢
書
に
は
戸
四
百
九
十
ロ
二
千
七
百
三
十
三
と
あ
る
。
な
お
御
寛
所
引
文
を
「
代
よ
り
西
南
に
去
る
一
一
一

九

O
里
」
と
解
す
る
こ
と
は
、
本
俸
全
記
載
例
よ
り
見
て
不
可
で
あ
る
)
。

雨
漢
書
の
烏
粍
(
後
漢
書
の
烏
耗
は
托
の
諜
と
す
る
〉
及
び
後
漢
書
の
徳
若
園
が
同
一
一
地
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
白
鳥
庫
土
ロ
「
西
域
史
上
の

新
研
究
」
及
び
「
僚
支
図
考
」
に
詳
論
せ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
同
研
究
は
、
西
夜
等
を
底
売
の
行
関
と
し
、
於
耐
躍
を
」
ナ
ベ
ッ
ト
語
の
石
三
自
由
に
比
定
し
、
西
夜

子
合
と
共
に
チ
ベ
ッ
ト
族
の
闘
と
推
定
す
る
。

な
お
通
・
志
烏
粍
俸
に
は
「
後
貌
時
、
叉
謂
之
於
摩
園
云
」
と
あ
る
に
封
し
、
通
典
に
は
「
後
貌
叉
通
、
謂
之
於
摩
園
」
と
あ
り
、
後
貌
時
に
も
描
帽
の
字
無
し
に

呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
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7
凶
渠
務
園
居
故
移
車
域
。
在
子
合
西
北
。
去
代
一
高
二
千
九
百
八
十
里
。

貌
書
原
文
。
太
卒
賓
字
記
一
八
一
疎
勤
園
の
僚
に
は
「
後
親
書
西
域
停
一
玄
渠
捗
園
理
故
捗
車
城
也
」
と
あ
る
。
渠
渉
は
玄
笑
慈
恩
寺
停
に
見
え

る
烏
銀
と
同
じ
で
あ
り
、
漢
以
来
の
渉
車
(
す
な
わ
ち
今
の

JF忌
8
6
に
あ
っ
た
園
と
見
る
べ
き
こ
と
は
、
白
鳥
庫
士
口
「
西
域
史
上
の
新

研
究
」
の
論
ず
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

漢
時
の
移
車
は
戸
二
千
三
百
三
十
九
、
口
一
高
六
千
三
百
七
十
三
の
大
闘
で
あ
り
、
活
波
な
政
治
活
動
を
し
た
。
後
鶏
殆
ど
そ
の
存
在
を
示
し
て
い
な
い
の
は

/
 

何
ら
か
の
理
由
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
恐
ら
く
戸
口
一等
に
も
減
少
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。



8
叫
車
師
圏
、

川
王
恩
生
許
綱
等
出
使
:
:
:
許
綱
到
敦
煙
病
死
。
朝
廷
推
其
節
。
賜
誼
貞
。

百
除
字
全
文
親
書
の
原
文
で
あ
る
。

①

叶

5
Fロ
地
匡
の

J
E
H
w
r
o
g
(漢
書
は
戸
七
百
、
口
六
千
五
十
、
後
漢
書
は
戸
千
五
百
齢
、
ロ
四
千
齢
と
戸
口
に
移
動
が
あ
り
、
果

し
て
後
貌
時
の
戸
口
は
幾
何
か
、
後
考
を
要
す
る
〉
に
あ
っ
た
車
師
園
の
後
競
時
代
の
惇
。
車
師
の
後
身
、
高
昌
園
俸
を
親
書
が
丘
蟹
俸
(
巻

一
O
一
)
に
牧
め
て
い
る
理
由
は
未
詳
で
後
考
を
ま
っ
。

@

@
 

↓
名
前
部
。
其
王
一
品
交
河
域
。
去
代
一
寓
五
十
里
。
其
地
‘
北
接
嬬
嬬
。
本
遁
使
交
易
。
世
租
初
、
始
遁
使
朝
献
。
詔
行

後
文
と
の
関
係
か
ら
見
て
「
不
」
の
誤
か
。
但
し
北
史
も
「
本
」
と
し
て
い
る
。

③
世
粗
の
大
延
元
年
は
じ
め
て
後
現
に
遁
使
入
貢
し
て
い
る
(
本
紀
〉
。

な
る
者
が
あ
っ
た
。
こ
の
者
の
入
貢
に
相
違
な
い
。

④
 

② 

貌
書
官
同
昌
俸
と
照
合
す
る
に
、

こ
の
と
き
自
署
高
畠
太
守
闘
爽

王
恩
生
ら
の
奉
使
に
つ
い
丈
は
、
さ
き
に
纏
序
の
と
こ
ろ
で
考
察
し
た
。

@

@
 

8
M
初
、
温
渠
無
諸
兄
弟
之
渡
流
沙
也
、
鳩
集
遺
人
、
破
車
師
園
。
員
君
十
一
年
車
師
王
車
夷
落
這
使
琢
準
醇
直
上
書
日
:
:
:
。
於
是
、

@
 

下
詔
撫
慰
之
、
開
駕
香
倉
、
給
之
。
正
卒
初
、
遺
子
入
侍
。
自
後
毎
使
朝
貢
。

百
七
十
徐
字
、
全
文
親
書
の
原
文
。

-105ー

温
渠
氏
の
車
師
攻
撃
に
つ
い
て
は
松
田
蕎
男
「
古
代
天
山
の
歴
史
地
理
皐
的
研
究
」

北
史
、の
唐
韓
を
捜
し
て
い
る
。
牧
書
原
文
は
遺
民
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。

@
車
夷
落
は
車
伊
洛
と
し
て
貌
書
に
専
俸
が
あ
り
、
ま
た
唐
和
俸
に
も
多
く
彼
の
事
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
彼
は
元
来

駕
番
人
で
鷲
番
東
境
の
部
落
酋
長
で
あ
り
、
車
師
の
人
で
は
な
い
〈
逼
志
に
は
爽
子
車
夷
落
と
あ
る
が
鄭
樵
の
筆
の
勢
で
書
か
れ
た
出
た
ら
め

で
あ
ろ
う
)
。
延
和
中
(
四
三
ニ
1

四
三
四
)
に
後
貌
よ
り
前
部
王
に
封
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
、
も
と
よ
り
責
際
の
車
師
王
で
は
な
い
。

健
舗
と
し
て
寧
師
を
攻
め
た
り
、
荒
巻
を
攻
め
た
り
し
て
い
る
が
、

②①  

一
一
一
一
七
!
一
九
六
参
照
。
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後
親
の

員
君
十
一
年
(
四
五

O
H
守
温
渠
安
周
に
撃
破
さ
れ
て
荒
巻
の
東
境
に
退
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縮
し
、
正
卒
二
年
〈
四
五
二
)
後
競
に
亡
命
し
た
の
で
あ
る
。
員
君
十
一
年
の
温
渠
氏
の
車
師
占
援
(
全
滅
で
は
な
く
、
襲
奪
接
之
〉
の
時
の

車
師
の
君
主
は
(
車
夷
落
で
な
く
〉
や
は
り
闘
爽
で
あ
っ
た
こ
と
は
高
昌
俸
に
明
記
さ
れ
て
い
る
(
温
渠
を
追
出
し
て
嬬
嬬
の
車
師
支
配
時
代

に
な
る
と
、
嗣
伯
周
が
王
と
な
っ
た
)
。

松
田
博
士
上
掲
書
・
一
九
六
頁
は
車
伊
洛
の
浪
落
を
以
っ
て
車
師
園
の
潰
滅
と
解
し
た
の
で
、
滅
亡
し
た
園
が
朝
貢
す
る
わ
け
が
な
い

と
云
い
、
こ
の
「
自
後
毎
使
朝
貢
L

を
以
っ
て
親
書
の
、
朝
貢
記
録
等
に
お
け
る
《
不
寅
記
載
》
の
有
力
な
一
例
と
し
た
が
、
上
述
の
如
く
車

④ 
師
園
は
《
滅
亡
》
し
た
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
車
夷
落
の
如
き
外
園
系
異
分
子
が
排
除
さ
れ
、
従
前
の
闘
氏
王
朝
が
復
活
、
高
昌
王
園
と
し
て

再
出
費
し
、
以
後
、
高
昌
と
し
て
後
魂
と
の
遁
交
(
遺
使
朝
貢
)
は
盛
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
自
後
毎
使
朝
貢
を
以
っ
て
直
ち
に
不
賓
の
記
載

と
す
る
こ
と
は
適
嘗
で
な
い
と
考
え
る
。
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